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英
関
救
貧
法
に
関
す
る
一
考
察

-

i

ス
ピ
!
ナ
ム
♂
ア
ン
ド
訟
の
社
会
政
策
的
怠
義
に
つ
い
て

lli
好

宏

lま

し

カミ

き

一
、
「
法
定
最
低
賃
銀
法
築
」
の
設
場
と
そ
の
裂
減

ー
「
設
定
段
侭
公
判
附
」
法
然
m
U
叫
(
札
相
場

2

「
救
低
気
鋭
」
渋
の
限
界

二
、
ス
ピ

i
ナ
ム
ラ
ン
ド
救
会
機
構
の
構
造
と
性
格

ス
ピ
!
ナ
ム
ラ
ン
ド
救
資
機
構
の
消
滅

一117-

一、

ま

し

カ2

3 

周
知
の
ご
と
く
、
ス
ピ

i
ナ
ム
一
ア
ン
ド
訟
ハ
ωロ
ασ
巳
5
2
M
mロ
ふ
〉
の
け
)
は
、

ド
の
M
M
m

訟の
ωロ
阿
ロ
ロ
に
の
冨
己

2
ロ
ロ
ロ
門
凶
器
以
下
十
七
人
の
治
安
判
事
及
び
識
者
が
会
合
し
決
定
し
北
制
度
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
教

医
が
パ
ン
の
時
価
と
家
族
数
に
よ
っ
て
ス
ラ
イ
ド
す
る
最
紙
生
柄
拘
川
沿
決
定
し
、
一
七
九
五
年
五
月
六
日
、

パ
ア
ク
シ
ヤ
の
ス
ピ

i
ナ
ム
ラ
ン

こ
れ
と
一
昨
主
が

に
支
払
う
労
賃
と
の
義
中
身
救
特
片
手
当

凶



政八

M
救
交
法
に
関
す
る

矛ぞゅ
J 

争え
>Jミ

立子

と
し
て

へ
支
給
し
、
吐
つ
失
業
の
際
は
そ
の
全
額
必
支
給
す
る
制
度
で
あ
叫
o

七
九
六
年

ω町
項
目
S
S
J問
。
ロ
ロ
ぬ
の
起
集
に
よ
る
救
貧
条
令

Q
G
のめ。

F

」
の
制
度
は
故
初
パ
ア
ク
シ
ヤ
に
行
な
わ
れ
、

。

と
し
て
議
会
会
通
説
し
、
後
hr
熱
病
の
如
く
4

諸

地
方
に
普
及
し
士
。

一
八
三
四
年
廃
止
の
時
、
米
採
用
の
州
は
ノ
オ
サ
ン
パ
一
ア
ン
ド
と
?
グ
ラ
ム
に
け
で
あ
う
七
と
い
わ
れ
て
い
る
。

知
、
英
樹
救
貧
訟
史
に
お
い
て
、
一
見
「
最
低
託
銀
制
」
と
「
社
会
的
救
前
線
」
の
確
認
身
内
情
什
と
す
る
こ
の
制
度
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
救
合
法

旦
っ
こ
の
期
の
救
品
川
体
制
の
中
一
転
々
な
し
て
い
る
。
従
う
て
一
八
…
一
一
四
年
の
新
救
食
訟
の
成
立
は
、
こ
の
救
貧
機
撲

)
1災
久
、
J

A
ベ
山
口
こ
し
げ
一
?

J

、

U
8
1
。
距
干
ふ
ι
r
p
i、正
i
7し

の
否
定
で
あ
る

あ
る
。
す
な
わ
ち
初
期
資
本
主
義
的
労
働
政

一
阪
で
あ
ゐ
故
高
賃
銀
訟
が
一
八
一
三
年
に
路
比
さ
れ
る
が
そ
の
前
段
階
に
こ
の
制
肢
は
牧
泣
沿
占
め
て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ

い
う
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
相
以
銀
政
策
史
上
の
立
誌
は
耕
め
て

し
昭
一

4
¥
j

均
吋

A
C

は
国
家
旅
力
的
統
制
か
ら
自
由
契
約
的
託
銀
制
に
至
る
凶
の
出
波
的
な
地
位
守
山
め
、
そ

ω媒
介
点
で
も
あ
う
た
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
に
め
、
同
訟
の
本
質
、
必
然
性
に
関
し
て
は
、
既
に
、
諸
家
に
よ
ヴ
て
研
究
一
が
、
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
い

ま
こ
れ
ら
の
見
併
や
一
応
懇
親
し
て
み
れ
ば
、
概
ね
共
の
ニ
つ
と
な
ゐ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
一
つ
は
、

(
g
v

〉

全
日
山
の
窮
乏
に
問
問
惜
し
、
「
瀕
死
の
飢
餓
命
救
う
た
め
L
、
或
い
は
「
不
況
期
是
乗
り
切
る
非
常
手
段
」
と
柁
お
す
る
も
の
で
あ
り
、
的
加
は
、

(
4
¥
 

当
時
金
英
農
村
に
引
先
延
す
る
不
命
の
危
機
に
対
し
「
火
花
に
か
ぶ
せ
ゐ
一
向
れ
毛
布
」

H

断
級
闘
争
の
絞
和
策
と
し
て
妃
お
す
る
も
の
で
あ

の
支
配
附
・
紋
が
下
賠

-118一一

ゐ
。
か
t

ふ
る
祝
点
は
γ

世
間
に
も
受
け
つ
が
れ
同
訟
の
研
究
に
当
つ
て
は
、
回
米
の
史
家
と
は
長
(
な
り

F
5
v
 

の
一
部
と
し
て
分
析
さ
れ
つ
L

も
、
一
は
之
を
「
十
八
吠
紀
中
葉
よ
り
持
到
し
記
入
諮
主
義
的
ん
一
丸
山
叫
沿
受
け
て
生
れ
出
七
」
も
の
と
僻
さ
れ

る
か
、
或
は
「
極
貧
と
、
ブ
一
ア
ン
ス
思
想
の
伝
掛
か
ら
、
そ
れ
が
革
命
的
な
状
態
に
ま
で
読
す
ゐ
ち
の
そ
恐
れ
て
、
農
村
地
帯
の
労
働
者
に

(
6ゾ

あ
る
説
足
や
与
え
る

t
め
」
の
樹
縫
策
と
僻
さ
れ
る
か
に
止
ま
っ
て
い
る
。
枇
会
政
策
別
論
よ
り
す
れ
ば
、
ナ
止
に
前
者
は
、
道
一
一
一
政
論
的
立
場
、

後
者
は
政
治
論
H

政
治
機
構
的
把
握
で
あ
る
と
い
L
う
る
で
あ
ろ
う
の
こ
れ
ら
の
昆
鮮
は
、
同
法
成
立
の
動
機
乃
至
は
本
質
の
…
出
沿
指
摘

す
る
点
に
お
い
て
笈
裂
な
も
の
や
含
む
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
、
問
訟
の
成
ム
ー
が
、
資
本
の
い
か
な
る
必
要
に
恭
つ
い
仁
も
の
で

の

ら
救
合
法
研
究
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英
国
救
貧
法
に
関
す
る

4
4
J

然

ま子

第
一
輩
、
法
定
最
低
賃
銀
法
案
の
登
場
と
そ
の
衰
滅

地
域
的
発
銀
(
は
あ
れ
英
国
資
本
主
義
は
、
十
八
世
紀
中
葉
か
ら
売
業
革
命
日
機
械
化
、
基
軸
庫
業
の
再
編
冷
開
始
心
、
之
と
併
行

し
且
つ
媒
介
し
て
の
農
業
革
命
は
「
議
会
イ
ン
ク
ロ
ウ
ジ
ヤ
」
の
形
態
々
と
り
山
県
則
的
な
静
態
沿
採
っ
て
進
行
す
る
。
こ
の
全
過
程
の
基
礎

イ
ン
ク
ロ
ウ
ジ
ヤ

は
綜
期
日
直
接
生
産
者
で
あ
る
哉
氏
か
ら
の
土
地
牧
楽
で
あ
り
、
そ
の
刻
棋
は
、
第
一
衣
綜
剤
、
か
英
国
会
両
税
の
ニ
・
一
%
に
湖
、
ぎ
な
か

っ
仁
の
に
反
し
、
こ
れ
は
共
同
耕
地
と
共
同
地
に
け
で
も
全
面
積
の
ニ
O
%
に
速
す
る
も
の
で
あ
っ
七
。
究
本
の
強
力
破
壊
性
は
、
独
立
農

民
階
、
小
屋
快
哉
ち
ス
ク
オ
ツ
タ

i
ω
ρ
E
2
2
及
び
ぶ

i
ダ

i
ω
o
E
2
の
共
有
地
、
耕
地
及
び
小
屈
身
牧
奪
し
、
彼
等
や
破
壊
流
離

さ
せ
純
粋
の
農
業
及
ひ
工
業
労
働
者
と
な
ゐ
こ
と
た
強
妥
し
た
。
更
に
、
こ
の
単
科
に
お
い
て
、
彼
等
の
問
屋
制
家
内
工
業
は
治
減
し
、
落

秘
拾
い
は
禁
ιん
さ
れ
、
旧
制
村
部
農
民
生
活
は
決
定
的
に
破
壊
さ
れ
に
。
労
働
者
階
級
、
円
以
下
尉
貧
民
抵
の
確
立
日
資
本
主
義
的
総
対
抗
の

120-

一
七
九

0
年
代
に
入
り
南
部
及
び
北
部
の
組
織
的
斗
争
や
惹
起
す
る
。
加
之
、
戦
争
及
び
大
陸
封
鎖
に
よ
る
穀
物
輸
入
の
壮
絶
と

凶
作
と
に
よ
り
、
物
館
、
特
に
穀
価
は
昂
騰
し
に
。
こ
の
に
め
、
労
働
J

訴
の
生
括
は
暗
川
区
な
絶
望
的
状
態
へ
臨
り
立
て
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
の
影
特
に
よ
っ
て
「
革
命
の
危
機
」
は
会
英
国
に
切
泊
し
士
。
自
然
的
初
歩
的
反
抗
の
気
起
は
醸
成
さ
れ
て
、
謹
に
「
、
正
姉
の
一
挟
」
は

脱
附
議
す
る
。
こ
の
緊
急
状
態
に
対
応
し
に
支
間
階
殺
の
政
策
は
、
先
づ
直
接
的
、
弾
圧
日
川
島
隊
に
よ
る
恭
到
の
鎮
圧
、
人
身
保
設
訟
(
出
mwσog

ロ
ン
ド
シ
通
信
協
会
弾
圧
沿
始
め
と
し
℃
、
凡
て
の
集
会
結
枇
の
禁
止
及
び
一
瞬
の
弾
圧
立
法
で
あ
つ
に
。

顕
在
は
、

ウ
，、ー呼4

。
。
吋
℃
広
田
〉
の
け
)
の
停
止
、

と
去
一
品
冷
な
す
絞
和
策
の
核
心
は
、
労
働
者
の
低
託
銀
状
態
の
解
決
で
あ
つ
に
が
、
ザ
O
m
叫
抗
議
は
、
治
安
判
事
に
よ
る
物
価
に
即

応
し
に
賃
銀
決
定
制
の
祁
現
か
、
救
貧
法
に
よ
る
救
他
か
の
ニ
つ
よ
り
他
な
か
っ
に
の
で
あ
る
。
代
去
的
な
前
者
ゆ
例
は
、
ヲ
ィ
ツ
ト
プ
レ

ッ
ド
の
法
定
故
低
賃
銀
法
案
宇
品
包
量
百
円
自
己
目
当
品
。
回
♂
で
あ
り
、
後
者
の
そ
れ
は
ス
ピ

l
ナ
ム
一
ア
ン
ド
救
会
機
構
で
あ
っ
大
。

こ
の
掠
築
は
、
同
時
に
一
七
九
五
年
に
提
出
さ
れ
に
が
、
結
局
後
者
が
採
用
せ
ら
れ
立
の
で
あ
ゐ
。

で
は
、
賃
銀
政
策
史
の
視
点
か
ら
考
察



ベ
ン
サ
ム

1
7
ル
サ
ス
理
論
の
陸
一
回
に
も
不
拘
、
ス
ピ

l
ナ
ム
テ
ン
ド
救
会
機
構
発
展
の
陸
史
的
必
然
性
は
何
処
に
あ
ゐ
か
。

ピ
1
ナ
ム
ラ
ン
ド
法
の
賃
銀
政
策
史
に
お
け
る
な
誌
や
明
瞭
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
ニ
つ
の
提
案
の
性
絡
の
究
明
は
必
釘
で
あ
り
殊
に
故

紙
笠
銀
法
諜
敗
北
の
芯
義
の
認
識
は
欠
く
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
と
忠
わ
れ
る
。
本
立
は
先
づ
第
一
の
流
れ
、
即
ち
法
出
淀
川
誠
依
託
銀
法
笑
治
代

表
と
す
る
政
策
の
内
容
及
び
立
義
ぞ
検
討
し
、
そ
の
敗
退
の
根
拠
そ
考
察
す
ら
。

す
る
時
、

ス

「
田
駅
一
低
資
銀
」
法
の
登
場

ス
ビ

l
ナ
ム
ザ
ア
ン
ド
救
品
川
機
構

ω対
極
的
提
案
或
は
、
被
克
限
者
か
「
い
い
以
依
託
銀
法
山
人
止
や
}
中
料
と
す
ゐ
一
聯
の
話
説
諭
H

行
動
で
あ
る

も
つ
賂
史
的
立
設
の

'
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
対
す

ス
ピ

i
ナ
ム
ラ
ン
ド

よ
り
明
確
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
従
つ

散
発
し
七
社
会
不
安

施
説
に
対
す
る

て
抵
で
は
ロ
恥
一
位
先
鋭
怯
案
」
ぞ
め
ぐ
る
諸
抑
制
論
1
行
動
の
社
会
的
性
格
限
史
的
立
義
及
び
そ
の
限
界
iq
考
察
す
る
。

。
主
姉
の
一
挟
寸
に
お
い
て
集
中
的
に
表
現
さ
れ
る
当
時
の
英
国
人
誌
の
窮
乏
H

低
立
銀
状
態
及
び
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
則
前
川
切
に
よ
勺
て

釦
圧
緩
和
し
、
且
つ
窮
乏
状
態
冶
救
読
す
ゐ
こ
と
は
、
当
時
の
支
配
附
級
が
緊
急
に
設
定
す
べ
き
社
会
的
方
策
乃
至

あ
っ
七
。
ど
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
先
つ
当
時
の
「
低
先
鋭
」
状
怒
と
は
い
か
な
る
内
容
及
び
出
史
的
性

121-

絡
や
も
つ
も
の
で
あ
つ
に
か
じ
め
規
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

t

険
業
資
本
能
立
、
資
本
制
的
一
件
生
産
軌
道
縦
立
沿
出
近
か
に
し
、
資
本
と
労
働

ω全
面
的
対
抗
、
か
静
成
さ
れ
つ
L
あ
つ
に
こ
の
時
期
に
お

い
て
の
窮
乏
状
態
は
、
い
か
に
淡
孫
小
生
産
者
及
び
州
民
民
借
か
ら
流
入
す
る
治
大
な
労
働
力
群
令
装
紙
と
し
て
い
る
故
小
限
的
な
白
銀
と
は

い
え
、
あ
く
ま
で
も
、
そ
の
克
民
会
め
ぐ
っ
て
必
然
的
に
労
資
の
斗
争
そ
前
提
と
す
ゐ
賃
銀
討
中
部
品
七
ゐ
労
働
力
の
一
丹
生
産
技
沿
め
ぐ
る
問

題
で
あ
っ
た
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
資
本
の
託
銀
政
策
含
み
れ
ば
、
一
郎
一
一
荷
主
義
的
「
低
賃
銀
」
政
策
論

は
、
ス

t
ス
に
よ
り
て
北
部
工
業
地
帯
の
生
産
力
の
展
開
々
基
礎
に
し
て
克
服
さ
れ
、
既
に
代
っ
て
「
一
品
託
銀
論
L

が
成
立
さ
れ
に
の
で
あ

F
7
、

つ
に
。
し
か
し
、
資
本
は
こ
れ
に
続
く
生
産
力
の
発
展
に
よ
ゐ
P

工
場
内
の
私
的
立
法
4

の
完
成
を
基
盤
と
し
て
、
今
や
「
高
賃
銀
論
」

h
q

経
新
学
研
究
開



政
ん
凶
救
貧
淡
に
関
す
る
一
点
力
的
獄

ま子

克
服
し
段
階
的
意
義
主
に
す
ら
「
低
記
」
政
策
々
必
要
と
し
「
近
代
的
金
鋭
」
労
働
力
の

M
M
2
1
1村
苦
悩
業
労
働
者
か
ら
資
本

制
的
出
業
労
働
祥
三
父
、

γ

ニ
ユ
ブ
ア
ク
チ
ユ
ァ
労
働
者
か
ら
工
場
制
労
働
宥
へ
の
転
化

1
i求
め
て
い
七
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、

我
々
は
下
か
ら
の
闘
争
に
よ
っ
'
て
松
出
企
諮
ら
れ
北
九
ピ

i
ナ
ム
ラ
ン
ド
救
貧
機
措
及
び
国
家
に
よ
ゐ
立
銀
統
制
策
の
二
者
と
も
各
々
そ
の

椋
相
身
具
に
す
る
と
は
い
え
、
読
本
の
求
め
る
近
代
的
依
笠
銀
へ
の
要
請
に
対
す
る
解
決
々
病
命
と
し
て
背
負
わ
さ
れ
て
発
生
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
々
予
め
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

に
対
応
し
て
変
化
す
ゐ
国
家
総
力
的
託
銀
統
制
法
自
身
や
と
っ
て
み
れ
ば
、
形
式
上
「
徒
弟
条
令
」
賃
銀
条
町
は
存

在
し
て
い
に
が
、
既
に
広
文
に
化
し
、
実
質
的
規
制
は
、
資
本
の
向
山
な
一
方
的
決
定
に
府
守
詰
っ
て
い
た
の
で
あ
つ
に
。
す
な
わ
ら
、

j
i
i
、
E
三

)

知

的

安

オ
C
一

一
一
一
間
一
九
年
の
「
労
働
者
条
令
」
(
枠
丘

E
a
o同
H
A
m
ぴ

0
2臼
ろ
に
端
初
形
態
そ
も
つ
初
期
資
本
主
義
下
の
賃
銀
取
締
立
法
は
、

。
へ
ス
「
徒
弟
条
令
L
Q
S
F
ω

呂
町
・
。
.
土

ω
g
g
g
c同

k
r
3
5
2
3
)
及
び
一
六

O
四
年
法
に
お
い
て
、
そ
の
形
態
は
一
応
完
成
す

F
8ぜ
ゐ
。
が

エ
リ
ザ

~J2Z-

マ
ニ
ユ
ブ
プ
グ
チ
ご
J

の
時
代
に
入
り
、
資
本
制
作
一
産
方
法
の
労
銀
の
法
律
的
規
定
会
不
用
と
し
且
つ
実
行
上
不
可
能
と

す
ゐ
十
分
の
力
や
特
七
」
凶
か
ら
、
読
本
は
こ
れ
ぞ
必
要
な
場
令
の
周
立
と
し
て
快
か
さ
ず
に
備
え
て
お
き
な
が
ら
も
、
漸
+
丸
抱
裂
す
る
こ

と
は
必
然
一
で
あ
つ
が
す
な
わ
ち
、
二
ハ
七
二
年
ウ
エ
ス
ト
一

7
4
5グ
で
は
織
布
工
の
託
銀
決
定
条
叫
は
廃
楽
さ
れ
、
ィ
ン
グ
一
ア
ン
ド
同

部
と
共
に
十
八
世
紀
に
入
ゐ
と
殆
ん
ど
究
銀
統
制
は
実
施
さ
れ
な
く
よ
仏
ゐ
。
一
七
二
八
年
グ
ロ

1
セ
ス
タ
!
シ
ヤ
の
織
一
冗
は
、
団
結
し
て
、

治
安
判
事
の
決
定
に
対
抗
し
、
之
や
無
視
す
る
よ
う
に
な
っ
に
の
で
め
り
、
又
、

。) 0) 

必み
史そ
々の
.>R ars 
め国
は之と
じオと
めiらめ、¥J ら
kL 
Tこ
じ〉

-e 
あ
て〉

7こ。

一
七

O
四
年
に
は
ん
ゲ
徒
弟
久
米
令
U

の
一
地
用
は
品
業
部
門
に

誌
に
お
い
て
資
本
は
「
徒
泌
条
令
」
に
代
る
有
効
伝
子
段

一
七
五
一
年
ア
イ

i
ル
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
「
こ
の
訟
は
全
く
不
用
に
な
り
無
視
さ
れ
ゐ
に
五
っ
た
」
と
断
言
さ

か
く
て
…
七

四
年

さ
れ
ぬ
4

と

〉
ロ
ロ
山
山
田

O
同

一
七
九
五
年
に
は
惑
に
品
業
部
門
に
お
い
て
ち
立
銀
統
制
訟
は
ん
ゲ
眠
う
て
い
る
法
4

P

M
側
め
て
永
く
使
用

〉
ぬ
円
仙
の

MMME5
は
伝
え
ゐ
に
主
り
、
か
く
の
知
念
訟
の
広
文
化
は
、

J
・
4
小

i
リ
ッ
ト
及
び
ナ
タ
ニ
エ
ル
・
ヶ

れ
ら
こ
と
に
な
っ
立
の
で
あ
ゐ
。



ン
ト
、
か
示
す
統
計
甘
当
時
の
物
価
と
白
銀
の
械
端
な
一
小
均
約
の

へぬ〉

に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
察
知
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
、
賃
銀
立
訟
の
注
文
化
社
工
場
内
私
的
立
訟
の
顕
在
化
に
対
応
す
る
労
働
者
情
級
の

抗
争
に
よ
っ
て
、
前
面
に
押
し
出
さ
れ

t
p
窮
乏
4

の
問
題
に
対
し
て
、
当
時

ω諸
情
級
か
ら
は
い
か
な
ゐ
解
決
策
、
か
提
出
さ
れ
に
の
で
あ

必
品
有

ろ
う
か
。
次
に
こ
れ
そ
概
観
す
る
が
、
予
じ
め
官
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
設
楽
は
時
期
に
お
い
て
、
先
に
制
介
し
に

バ

l
ク
シ
ヤ
治
安
判
事
会
議
の
決
議
に
ほ
ど
前
後
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
殊
に
、
そ
の
後
期
に
属
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
、
従
っ
て
こ
れ

日
低
位
銀
状
態
の
救
貧
法
的
僻
決
や
批
判
的
に
克
服
す
や
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
誌
に
い
え

で
は
、
か
L

ゐ
資
本
の
近
代
的
低
託
銀
へ
の

は
、
ス
ピ

i
ナ
ム
一
ア
ン
ド

ば
、
こ
れ
ら
の
克
服

ω上
に
ス
ピ

i
ナ
ム
司
ア
ン
ド
救
気
機
構
か
椛
交
じ
に
と
い
う

先
つ
、
労
働
者
階
級
の
例
は
北
部
の
闘
争
宇
佐
背
後
に
も
つ
ノ

1
ア
オ
ク
州
の
日
仙
分
働
者
の
会
合
に
比
ら
れ
る
。
ア
ヤ
九
五
年
十
一
月
と

l
チ
ヤ
ム
教
会
へ
集
会
し
七
設
業
目
的
労
働
者
は
、
そ
の
決
議
の
日
以
に

E
吋}凶
ω
E
4
0
0足
。
吋
目
的
考

2
5同
g
E
H
m
w
z
b
}
抗
げ
、
救
貧
税

に
よ
る
救
済
々
俗
一
一
師
、
認
策
と
し
、
利
潤
と
労
貨
の
調
和
に
よ
み
社
会
の
幸
福
増
進
と
技
官
税
の
減
額
十
ぞ
求
め
、
更
に
、
小
去
価
格
の
上
昇

に
応
じ
て
ス
ラ
イ
ド
す
る
究
率
変
身
山
一
丸
め
て
、
こ
の
決
定
在
議
会
に
詰
願
す
べ
く
、
迎
動
方
針
、
粧
品
札
、
代
表
者
、
連
絡
先
等
々
当
地
の
新

(比一

聞
に
広
告
し
、
全
国
的
規
模
へ
の
拡
大
等
ぞ
決
定
し
七
の
で
あ
つ
に
。

次
い
で
訟
官
及
ひ
治
安
判
事
は
、
以
前
か
ら
各
地
の
治
安
判
事
会
議
で
「
徒
弟
条
令
」
に
よ
る
託
銀
統
制
の
必
要
伝
協
議
し
つ
L
あ
っ
た

あ
ゐ
。

.~ 123~ 

が
、
サ
フ
ォ
ー
ク
州
の
治
安
判
事
は
、
進
ん
で
法
定
紋
低
託
銀
法
案
の
抜
出
々
決
議
す
ゐ
に
奈
る
の
で
あ
る
。
他
方
J
・
ホ

i
リ
ッ
ト
は
、

付
五
人
家
族
企
什
拡
散
γ

と
し
パ
ン
偲
俗
、
に
け
で
な
く
生
部
必
需
品
す
べ
て
の
物
倒
変
動
に
応
じ
て
の
託
銀
決
定
、
同
実
施
そ
単
に
治
安
判
事
に

委
任
せ
ず
会
出
的
な
訟
的
強
制
に
よ
る
こ
と
な
提
唱
し
、
民
に
、
彼
は
ロ
ン
ド
ン
我
経
験
人
会
例
に
と
っ
て
、
位
説
法
定
に
よ
っ
て
作
業
能

一
M
N
)

率
の
低
下
し
な
い
こ
と
、
又
民
主
は
国
家
の
強
制
な
し
に
は
位
鋭
な
終
日
明
に
引
上
げ
な
い
こ
と
等
身
和
糾
し
に
ひ
ま
み
ワ
J

ア
ィ
グ
ィ
ス
は
、

前
負
作
業
に
従
事
す
る
も
の
以
外
の
丸
信
て
の
労
働
者
冶
対
象
に
し
て
五
人
家
族
や
仲
拡
散
γ

に
、
パ
ン
倒
絡
に
応
じ
て
託
銀
々
決
定
し
、
統
制
期

…
れ
消
学
研
究
凶



十
央
制
救
佼
渋
に
閉
山
す
る
一
考
府
知

立子

助
す
る
こ
と
に
し
、
こ
の
点
、
柏
々
ホ
ウ
リ
ッ
ト
に
比
べ
、

間
は
冬
期
の
令
ナ
年
と
す
べ
き
こ
と
必
秘
的
し
仁
の
で
あ
る
。
彼
比
五
人
以
上
の
門
家
族
で
、
扶
ト
ペ
ム
す
べ
き
児
設
が
い
る
場
合
は
救
会
税
で

示
し
て
は
い
ゐ
。
が
、
彼
は
絞
り
に
丘
鋭
の
長
低
限
が
決
定
せ
ら
れ

る
に
せ
よ
、
労
働
者
の
向
上
心
は
失
は
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
何
故
~
な
ら
ば
労
働
者
は
よ
り
確
実
な
船
舶
令
求
め
民
つ
高
託
銀
ぞ
特
ん
と
い
労

力
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
と
論
じ
て
出
来
支
配
的
で
あ
つ
に
重
商
主
義
の
賃
銀
政
策
論
に
鋭
く
対
立
や
示
し
た
の
で
あ
る
。

ホ
イ
ッ
ト
プ
レ
ッ
ド
が
、
一
七
九
五
年
十
一
月
と
一
八

O
O年
の
λ

何
度
に
亘
っ
て
下
院
に
提
出
し
に
法
定
故
依
託
銀
法
議
は
、
国
家
格
力

的
託
銀
統
制
沿
指
向
す
ら
行
動
の
政
治
的
結
集
点
で
あ
つ
に
。
こ
れ
は
「
徒
弟
条
令
」
の
修
正
拡
大
々
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
彼
は
先
つ

「
徒
弟
条
令
」
は
故
高
交
銀
の
み
や
規
定
し
、
最
低
賃
銀
の
規
定
が
欠
如
せ
る
こ
と
そ
拍
抗
し
、
治
安
判
事
へ
州
民
業
労
働
者
の
設
依
託
銀
決

定
に
関
す
る
会
議
の
開
催
格
、
公
銀
の
決
定
命
令
権
や
与
え
、
対
象
労
働
者
の
税
制
州
の
塊
先
、
台
知
方
訟
、
一
史
新
手
続
及
び
違
反
者
に
対
す

ゐ
刑
出
身
規
定
す
る
こ
と
必
求
め
に
の
で
あ
み
が
同
法
案
は
ど
ツ
ト
の
雄
弁
H

ス
ミ
ス
の
哲
学
に
よ
る
「
統
制
干
渉
」
一
般
の
排
斥
に
よ
っ

L 
j:I;( 

れ
、
第
一
説
会
は
採
決
な
し
に

「
最
低
萱
銀
」
法
の
限
界
一
持
提
出
の
際
も
之
又
同
じ
迩
命
の
下
に
葬
ら
れ
た
の
で
あ
つ
に
。

一一 124

2 

以
上
概
観
し
た
諸
理
論
社
行
動
は
、
そ
の
社
会
的
基
礎
に
お
い
て
、
労
働
宥
階
級
、
訟
官
、
治
安
判
事
、

進
妖
と
し
て
相
m
持
す
る
。
従
う
て
内
容
に
お
い
て
も
亦
、
団
結
棒
、
民
銀
の
決
定
機
関
、
算
出
法
、
基
準
川

つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
来
英
会
持
つ
こ
と
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
に
も
拘
ら
ず
各
々
に
み
ら
れ
る
顕
著
な
共
通
点
は
「
国
家
権
力
的
託
銀
統
制
L

及
ひ
「
最
低
」
「
正
当
」
な
民
銀
日
賃
銀
生
存
資
論
の
二
点
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
こ
点
の
も
つ
陪
史
的
立
義
及
び
一
向
者
の
聯
関
必

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
絡
や
求
め
、
諸
提
案
の
も
つ
棋
界
々
考
察
し
て
み
七
い
。

先
づ
国
家
持
力
的
交
銀
統
制
必
み
よ
う
。
賃
銀
統
制
は
就
中
長
高
の
そ
れ
は
、
間
出
結
否
認
b
t
本
質
的
性
格
と
す
る
が
こ
L

で
も
亦
例
外
で

は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
に
お
い
て
ど
ッ
ト
と
論
争
し
に
ウ
イ
ッ
ト
プ
レ
ッ
ド
及
び
彼
や
支
援
し
た
ホ
ウ
ワ
ッ
ト
の
理
論
の
板
心
は

び
要
求
の
根
拠
等
々
か
1

め
ぐ



「
公
正
な
」
或
は
「
最
低
」
笠
銀
は
国
家
的
規
制
限
結
権
否
認
に
代
替
す
る
社
会
の
義
務
及
び
労
働
者
の
当
然
の
機
利
で
あ
り
、
ピ
ッ
ト
の

好
ん
で
泊
い
る
ス
ミ
ス
の
哲
学
に
よ
る
白
取
は
労
働
者
に
も
与
え
ら
る
べ
き
ち
の
と
し
、
賃
銀
統
制
や
欠
く
場
合
は
、
労
働
者
の
「
自
白
」

に
よ
っ
て
団
結
し
、
自
由
に
賃
銀
治
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
と
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
町
叉
ヒ
!
チ
ヤ
ム
労
働
者
の
集
会
に
お
け
る
決
議
内
容

も
急
進
的
解
決
や
避
け
温
健
千
穂
や
条
件
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
端
的
に
こ
の
眼
界
ぞ
示
し
て
い
る
ち
の
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
先

述
し
に
如
き
初
期
資
本
主
義
的
賃
銀
統
制
笠
訟
が
既
に
諮
自
の
段
階
に
お
い
て
、
一
舟
ぴ
「
徒
弟
条
令
」
適
用
復
活
を
求
め
る
こ
と
の
庭
史
的

替
す
る
も
の
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
冶
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。

意
義
は
、
当
時
の
ト
ワ
リ

i
党
の
反
動
弾
圧
日
労
働
者
の
主
体
性
の
無
視
に
対
広
じ
て
、
こ
れ
に
譲
歩
し
、
団
結
権
ぞ
描
楽
し
、
こ
札
に
代

か
く
て
、
こ
れ
ら
の
理
論
は
団
結
権
寄
認
に
対
応
し
、
代
替
す
る
も

の
と
し
て
こ
そ
毘
家
格
力
的
賃
銀
統
制
l
そ
れ
は
現
実
に
は
託
銀
引
上
げ
沿
招
来
す
る
、
も
の
で
は
あ
っ
七
が

i
k必
要
求
じ
、
そ
の
範
国
内
で

こ
そ
「
公
正
な
」
究
銀
の
理
論
は
令
強
化
さ
れ
件
、
且
つ
、
「
生
存
桃
川
的
」
賃
銀
の
想
論
え
も
結
び
つ
く
可
能
性
や
も
つ
も
の
で
あ
つ
に
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
「
公
正
伝
」
住
銀
の
論
拠
ゃ
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
ス
ミ
ス
の
高
賃
銀
論
に
求
め
、
ホ
ウ
ワ
ッ
ト
は
ん
ゲ
貧
民

に
賃
銀
沿
支
払
い
す
ぎ
り
ゐ
こ
と
は
危
険
で
あ
る
に
せ
よ
労
働
者
や
職
人
に
は
、
そ
の
健
康
会
維
持
し
、
家
族
が
安
楽
に
暮
し
う
る
だ
け
。
の

必
嬰
性
必
読
き
、
或
い
は
「
全
民
の
友
」
「
国
民
道
徳
の
擁
護
者
」
仁
ゐ
ハ
ム
プ
シ
ヤ
の
巡
回
裁
判
判
事
も
そ
の
論
拠
必
正
当
な
託
金
が
讃

(
時
~

ら
す
九
M
M
能
率
、
労
働
力
保
全
、
社
会
の
千
砲
の
効
栄
治
説
く
こ
と
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
七
の
で
あ
っ
て
、
資
本
内
部
か
ら
の
反
省
の
如
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き
喪
中
高
や
含
む
、
も
の
で
さ
え
も
あ
っ
亡
。

し
か
し
な
が
ら
、
か
L

タ
心
外
昆
的
形
態
や
も
ち

M
結
石
認
々
背
景
に
結
合
し
七
「
公
正
な
」
「
生
存
品
川
」
的
賃
銀
の
理
論
は
、
合
理
性
た

求
め
w
O
限
り
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
労
働
力
の
価
値
通
り
の
支
払
い
の
要
求
に
五
り
、
こ
L
に
前
進
的
意
義
冶
阿
川
出
す
こ
と
は
必
然
的
帰

結
で
も
あ
り
且
つ
、
そ
の
故
依
限
界
の
国
点
滅
的
規
制
冷
妥
求
し
瓦
突
の
「
最
低
賃
銀
」
の
理
論
へ
到
達
す
る
。
謂
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
故

低
臨
界
の
設
定
は
、
既
述
し
に
内
部
的
合
理
性
や
求
め
ゐ
限
り
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、
現
実
に
究
銀
引
上
げ
や
求
め
る
も
の
で
あ
っ
七

経
淡
学
研
究
附



英
川
間
救
件
丸
法
に
関
す
る
一
考
察

立子

が
、
斑
論
機
造
に
お
い
て
は
、
角
公
正
な
賃
銀
↓
「
労
働
力
の
再
生
産
」
↓
「
生
存
権
」
確
認
と
い
う
一
す
ぢ
の
聯
関
必
保
ち
え
に
も
の
で

あ
っ
士
。
こ
の
点
究
銀
値
上
の
背
後
に
「
生
存
権
L
、
史
に
「
社
会
的
救
済
権
」
確
認
h
q
求
め
る
労
働
者
問
級
の
要
求
と
一
致
し
、
両
者
は
五

の
「
最
低
賃
銀
」
訟
の
史
求
や
含
む
も
の
で
あ
っ
七
。
か
く
て
そ
の
形
式
は
国
家
権
力
的
統
制
で
あ
り
乍
ら
も
、
内
容

に
そ
の

そ
の
故
低
限
界
の
保
説
こ
そ
が
、
こ
れ
ら
の
諸
理
論
刊
行
動
の
実
質
上
統
一
さ
れ
る
限
界

で
あ
れ
J

七
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
そ
の
内
容
は
賃
銀
の
引
上
げ
や
求
め
「
一
一
一
一
四
九
年
の
労
働
者
条
令
及
び
そ
れ
か
ら
派
出

ヘm
m
)

し
七
諸
訟
体
の
結
抽
仰
は
、
国
家
は
賃
銀
の
最
高
限
度
身
規
定
し
に
と
は
い
え
、
最
偲
限
度
は
決
し
て
規
定
し
な
か
っ
に
己
主
問
主
義
下
の

賃
銀
統
制
の
も
つ
託
銀
圧
下
の
機
能
と
は
全
く
の
対
立
沿
示
す
ち
の
で
あ
り
、
こ
の
七
め
、
ホ
イ
ツ
ト
プ
レ
ッ
ド
の
「
故
低
賃
銀
法
案
」
は

は
、
労
働
力
の
伺
傾
通
り
の
支
払
い
、
或
い
は
、

h
v

イ
ギ
リ
ス
下
践
の
未
聞
の
一
事
件
ぜ
に
ゐ
意
義
や
十
分
に
担
、
ヮ
も
の
で
あ
っ
七
と
謂
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
当
時
の
段
陪
に
お
い
て
資
本
の
求
め
に
「
近
代
的
侭
託
銀
」
鎚
出
H

出
生
産
段
階
に
お
け
る
立
銀
水
準
の
破
壊
、
妊
に
は
生
理

的
限
界
へ
さ
え
も
侵
略
す
る
資
本
の
本
能
に
対
立
し
に
諸
斑
論
H

行
動
「
最
低
賃
銀
」
の
挺
求
は
い
か
な
る
県
論
形
態
沿
ち
つ
に
せ
よ
白
銀

A
U
ノ

引
上
げ
や
♂
招
L

山
ふ
い
て
蓄
積
沿
陣
容
し
、
資
本
に
と
っ
て
何
等
の
前
進
的
意
義
J

そ
も
つ
も
の
で
な
い
。
か
え
っ
て
故
高
託
銀
法

H4徒
弟
条
令
L

の
存
点
そ
れ
白
体
は
、
今
や
敵
対
者
の
武
器
へ
転
化

M
r
「
故
低
」
或
は
「
公
正
な
る
」
投
銀
必
求
め
、

め
の
令
訟
は
つ
合
理
的
手
段
と
さ
え
な
っ
て
い
に
の
で
あ
ら
。

し
て
い
な
い
と
断
じ
、

一一 126一一

社
会
的
生
存
椛
の
確
認
必
諮
る
に

の
全
般
的
混
気
は
ホ
イ
ッ
ト
プ
レ
ッ
ド
の
述
べ
る
ほ
ど
に
貧
民
は
窮
乏

ア

l
サ

i
-
ヤ
ン
グ
の
魁
状
に
対
す
る
返
答
は
、
法
定
最
低
託
銀
訟
業
へ
の
反
対
で
あ
り
、

(

前

川

)

一
度
引
上
げ
仁
賃
銀
の
減
下
す
る
際
の
悶
難
に
対
す
る
恐
怖
が
庄
倒
的
で
あ
つ
に
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
労
働
者
の
白
、
友
性
の
無
視
1

一
七
九

0
年
代
の
相
継
ぐ
弾
圧
立
訟
の
制
定
、
一
反
抗
へ
の
暴
圧
は
、
一
つ
の
安
協
静
態
で
さ
え
も

あ
っ
七
国
家
権
力
的
託
銀
統
制
必
静
式
と
し
、
「
投
銀
生
存
代
」
つ
生
存
権
確
認
」
沿
内
容
と
す
る
「
最
低
賃
銀
」
制
必
克
服
す
ゐ
先
決
的
条

件
で
あ
り
、
こ
れ
や
基
礎
と
し
て
「
近
代
的
低
託
銀
」
総
出
の
軌
道
沿
完
成
し
、
資
本
の
松
裁
沿
珪
成
す
る
意
義
々
も
つ
も
の
で
あ
つ
に
。

に
お
い
て
ち
、



従
っ
て
ス
ピ

i
ナ
ム
ラ
ン
ド
救
品
川
機
構
必
批
判
克
服
せ
ん
と
す
る
労
働
者
向
的
級
は
弾
圧
さ
れ
、
彼
等
と
は
本
質
的
に
は
相
迭
し
な
が
ら
ち
向

「
故
紙
立
銀
」
に
お
い
て
彼
等
と
一
致
し
、
ス
ピ
!
?
ム
ラ
ン
ド
救
焚
機
構
の
対
京
物
に
り
え
に
ホ

i
リ
ッ
ト
、
デ
ィ
グ
イ
久
、
ホ
イ
ツ
ト

七
ゐ
治
安
判
事
迷
は
、
黙
殺
さ
れ
る
か
、
或
は
救
会
機
構
に
よ
り
Q

解
決

は
蹴
殺
、
否
定
さ
れ
、
廷
に
「
泌
氏
道
徳
の

。
フ
レ
ッ
ド

へ
分
裂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
仁
こ
と
は
必
然
的
必
結
で
あ
つ
に
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
L
に
獲
持
さ
れ
に
「
依
託
銀
」
総
出
の
道
は
、
そ
の
自
ら
の
中
に
諸
矛
活
沿
包
蔵
し
、
且
つ
諸
対
抗
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
に
。
、
?
な
わ
ち
、
先
づ
、
資
本
は
w
J
時
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
響
と
共
に
、
飛
躍
的
に
増
大
し
つ
L
あ
っ
七
労
働
者
附
紋

が
必
然
的
に
鷲
ら
し
七
社
会
的
総
対
抗
、
及
び
、
彼
等
の
お
山
女
求
で
あ
る
「
最
低
賃
銀
」
「
救
済
へ
の
権
利
」
身
無
視
す
る
こ
と
は
出
米
な
か

へ
剖
〉

つ
-
h
h
o

次
に
こ
の
政
策
の
強
行
は
州
民
業
部
門
に
お
け
る
労
働
力
の
流
出
の
危
険
及
び
全
産
業
部
門
労
働
力
と
将
来
労
働
力
た
り
う
べ
き
人
口

陪
の
制
廃
!
被
救
悦
窮
乏
の
激
発
日
浮
浪
会
民
へ
の
逆
転
や
帰
来
す
ゐ
危
険
性
9
d
h
m
践
し
て
い
七
の
で
あ
る
。
妊
に
、
資
本
に
と
っ
て
、
だ

大
な
淡
許
小
生
践
者
及
び
山
政
民
般
の
沈
澱
形
成
i
そ
れ
は
本
米
的
失
業
と
は
ほ
加
す
べ
き
段
階
の
相
対
的
過
剰
人
口
の
存
在
i
が
醸
成
す
る

社
会
不
安
、
及
び
こ
れ
と
現
役
労
働
者
軍
の
結
合
に
よ
ゐ
抗
争
の
激
化
に
対
し
て
、
対
臨
す
ゐ
社
会
的
施
設
は
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
て
い
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'
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0
 

4
t
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
解
決
は
団
結
様
々
否
認
し
、
は
つ
「
公
正
な
」
「
絞
低
」
託
銀
の
設
定
そ
担
否
し
て
い
ゐ
結
糸
、

働
関
係
必
否
定
し
な
が
ら
も
、
向
「
低
賃
銀
」
化
に
お
け
る
資
本
制
約
賃
銀
関
係
冶
残
存
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
こ
L
に
求
め

従
ウ
て
、
掠
に
は
「
低
託
銀
」
抗
出
沿
可
能
に
し
つ
L
も
、
山
内
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
諸
矛
屑
及
び
対
抗
そ
も
克
服
す
ゐ
方
途
、
か
求
め
ら
れ

近
代
的
賃
労

ら
る
社
会
的
関
係
は
労
働
者
と
被
救
他
民
の
合
成
物
の
存
在
や
予
想
し
、
近
代
的
賃
労
働
関
係
と
慈
悲
家
父
長
的
関
係
の
混
合
し
た
社
会
関

係
や
前
提
と
す
る
。
こ
の
に
め
白
銀
に
お
い
て
は
下
か
ら
の

「
低
賃
銀
」
や
立
徹
す
る
に
め
に
は
「
補
完
物
」

H

拙
給
金
制
の
構
造
が
不
可
統
で
あ
つ
に
。

の
確
認
」

「
社
会
的
救
務
権
」
の
要
求
の
前
に
譲
歩
し
な
が
ら
も

経
淡
学
研
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川
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間
沼
田
吋
HU
由
・
出
・
。
噂

ω・
吋
弓
術
的
訳
第
一
念
第
二
分
別
七
一
一
一
五
支

湖

沼

mH230同
M
a
L
2仏
-HU・
HN0・w
に
み
ら
れ
る
と
の
白

5
3
H
〉
由
阻
む
の
紅
色

O
H
M
g
g宮山田町内
W
Q

州Q
吋
仲
町
田
市
ロ
吋
℃
Q
回出

a
Z
3由
江
口
明

5
0
0
0出向日
2
0ロ

。
片
付
ぴ
印
〉
四
日

2
5吋
弘
同
問
。
尽
き
え

2
2江
主
目
白

σ
0
5
R九
の
算
出
を
み
よ
。

側

カ

ユ

ン

グ

ム

ω
一
不
す
よ
う
に
‘
こ
心
時
期
に
お
い
て
は
「
徒
弟
条
令
」
は
、
逆
に
労
働
者
。
武
殺
と
な
っ
2

て
来
て
い
た

ω
で
あ
る
。

ζ

の
こ
と
は
、

「
徒
弟
各
市
令
」
穴
銀
条
項
の
廃
止
の
山
桜
制
刺
殺
と
な
っ
た
の
は
、
一
八

O
O
M干
の
調
停
法
へ
期
休
刊
し
て
火
捜
し
た
ラ

y
カ
シ
ヤ
の
約
総
工
途
が
、
一
入
。

八
年
「
徒
格
条
令
」
に
本
づ
い
て
の
渋
川
必
穴
総
統
紛
争
釘
ぷ
似
し
た
一
連
の
運
動
で
必
っ
た
。
ハ
の
ロ
ロ
ヨ
山
口
明
日
回
目

g
w
g広
・
己
中
1111
吋・〉

悩
閉
山
田

B
5
0ロ
Q
・
5
5・
HV・
こ
∞
・

制

hpg出
目
的
甲
州
〉
開
叶
山
口
己
目
仲
良
F
S
H
-
員
三
-
H
Y
二
∞
・
治
安
州
市
干
の
政
治
的
立
場
は
そ
の
印
刷
し
て
い
る
階
級
に
従
っ
て
複
雑
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
c

川
叫
ゆ
か
、
先
づ
、
ハ
ム
プ
シ
ヤ
mw
巡
同
裁
判
刊
の
よ
う
に
合

m
校
日
食
銀
引
上
げ
は
給
付
段
業
経
営
者
に
と
っ
て
、
お
能
率
、
労
働
力
削
開
会
、
社
会
ゆ
平
穏
を

も
た
ら
し
、
利
益
と
た
る
こ
と
を
沿
く
も
の
も
あ
っ
た
の
し
か
し
そ
の
紛
台
。
背
後
に
は
、
地
代

ρ
増
収
が
な
凶
さ
れ
て
い
な
い
と
は
断
定
し
刊
り
な
い
で

あ
ろ
う
。
本
引
火
、
法
ん
い
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
巡
同
裁
判
刈
の
場
合
の
よ
う
に
、
補
給
金
制
を
A
W
じ
乍
ら
、
地
代
か
ら
そ
の
授
川
心
徴
収
を
禁
じ
た

ω

で
あ
る
。
父
、
ハ
ム
プ
シ
ャ
、
パ
ー
ク
シ
ャ
、
ケ
ム
プ
リ
ッ
ヂ
シ
ャ
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
労
働
者
の
窮
乏
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
総
給
金
制
な
と
る

か
交
叙
依
た
げ
を
と
る
か
の
相
場
合
は
、
必
ず
前
点
引
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。
(
名
目

σ
y
g
s
w
M
)・
~
ぷ

-h
出
向

g
g
oロ
門
戸
山
ぴ
日
仏

wMM・
3
吋
WAWHuph

同向田

BMM凹
o
p
吋
百
吋
吋
町
田
什

HHM叩口付

O州
市

0
5
2
M可
山
口
の
回
出
回
耳
目
仏
関
白
山
宮
山
円
少
~
ゆ
い
品
、
回
選
・
~
∞
ゆ
|
唱
。

制
ド
ツ
プ
は
、
救
交
渋
が
「
労
働
者
条
令
」
以
米
「
徒
弟
条
令
」
「
父
伎
法
」
-
誌
に
は
ス
ピ

I
ナ
ム
ラ
ン
ド
放
を
…
巡
じ
て
、
民
業
涼
一
向
へ
の
労
働
力
拘
抗
心

機
能
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
務
校
賞
放
の
制
定
は
、
都
市
経
業
資
本
家
に
よ
る
地
主
・
土
地
所
有
階
級
が
創
出
し
た
人
工
的
な

閲
段
の
紛
糾
、
す
な
わ
ち
h

白
山
な
労
働
市
場

ω
開
設
の
た
め
の
円
以
後
約
な
攻
駿
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
い
う
霊
で
も
な
く
地
、
五
・
資
本
家
的
依
鳩
山
円
以

が
、
精
製
工
業
都
市
、
海
外
へ
の
労
働
力
移
劫
を
飢
止
し
、
ぉ
史
に
対
仏
齢
制
争
中
の
仏
仏
ア
微
問
先
(
仏
仏
了
六
人
に
つ
き
一
人
)
に
よ
る
気
鋭
の
日
刊
総
4

ぜ
こ
の
機

格
に
よ
っ
て
陥
応
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
災
に
は
、
法
誌
の
辺
住
的
剤
川
性
を
利
別
し
て
、
口
札
つ
僚
会
と
の
や
段
奴
間
関
係
を
強
化
し
、

HNGロ
ロ
伝
活
叩

HM

ω
3
g
g
及
び

Q
O田
叩
仏
℃

MW吋
山
門
町
の
設
ハ
止
に
上
っ
て
、
従
本
制
大
政
耕
に
干
の
郊
に
利
川
川
じ
た
点
は
沢
口
さ
る
ぺ
争
点
で
あ
ろ
う
。

(ζ
田
口
吋
山
口
問
。

σぴぴ

ζ
・
KM・-
ω
Z門
出
刊
叫
山
口
仲
町
田
り
白
ぐ
即
日

0
3
8三
氏

。

a
E
H山叫
HHf
明
P
E
W
3
F
3・
ωUHee--N
引
の
凶
ぴ
四
円
円
問
問

S
3
2
4
2
q
g弘
子
∞

ω什同
F
日頃凶

0・

HVMY
吋∞

i
百
五
山
花
氏
務
「
イ
ギ
リ
ス
出
町
内
浜
市
命
社
会
史
研
究
」
及
び
出
回
出
ぴ
同
円
叩

r
g芯
-HMMM・~∞中
llu
戸
を
特
に
4

李
総
〉

附
附
近
際
交
ニ
箸
「
社
会
ね
仲
間
町
」
一
一
一
九
瓦

経
済
学
研
究
凶

1.2ヲー



英
凶
救
会
決
に
関
す
る
一
考
察

立子

協

ス

ピ

i
ナ
ム
ラ
ン
ド
救
食
機
構

H
補
給
金
制
佼
を
、
山
ち
に
グ
穴
銀
hu

の
問
題
に
関
聯
し
て
悦
起
す
る
こ
と
は
、
仰
清
子
市
υ
疑
問
を
遣
す
。
側
一

L
B
長

明
治
労
働
者
り
「
低
冗
談
」
幼
山
山
と
し
て
ゆ
役
制
は
否
定
す
る
こ
と
は
で
斗
」
ぬ
。
問
題
は
新
興
工
業
労
働
希
で
あ
る
。
補
給
会
制
皮
が
、
工
業
地
区
、
及
び

工
業
労
働
者
に
も
波
川
川
さ
れ
た
こ
と
は
、
ウ
エ
ツ
プ
、
ハ
モ
ン
ド
、
ヵ
ェ
ン
ガ
ム
、
ハ
ズ
パ
ッ
ハ
が
そ
れ
ぞ
れ
史
災
に
よ
り
、
そ
の
ポ
姿
牲
を
指
摘
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
万
円
ノ
地
域
別
の
救
貧
紛
統
バ
ム
心
一
不
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
似
し
、
給
付
hw
絡
思
決
ぴ
対
象
は
以
λ

べ
で
あ
り
必
ず
し
も
附
則
自
で
は
な
い
U

が、

ロ
ン
ド
ン
E

ラ
ン
カ
シ
ヤ
及
び
市
郎
総
洲
及
び
ミ
ツ
ラ
ン
ド
の
川
広
務
手
織
ヱ
か
ら
不
究
持
の
工
場
労
働
者
に
及
ん
で
い
る
。
又
グ
十
ム
イ
以
下
の
二
子
を
も

つ
も
ψ
h
a
グ
山
川
米
一
川
に
応
じ
て
補
給
金
を
榊
加
す
る
bw
等
を
み
て
も
、
単
な
る
失
業
乃
奈
淡
落
問
。
救
済
に
止
ま
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
同
制
皮

が
グ
相
以
銀
h
H

と
の
間
関
職
怖
に
も
つ
な
誌
は
、
政
人
間
川
資
本
主
義
会
機
体
に
お
い
r

て
も
そ
の
続
問
問
に
拘
ら
ず
、
交
銀
庄
下
の
役
割
を
演
じ
、
就
小
、
民
業
に
お
け

る
低
賃
銀
は
ヱ
治
労
働
者
の
そ
れ
と
つ
ら
な
な
ワ
て
間
取
寸
機
構
的
立
誌
は
失
わ
れ
ぬ
で
あ
ろ
号
。
(
君
。
ヴ
ダ

g
g・℃℃・
4
]

∞i
司

-
p
h
出向同

HH30ロ
aw

同

105HHMNげ
0
5印
吋

L)・
出

h
c
g
H
M宙
開
町
山
同

HMLぴ山
P
M
M
・
吋
訟
-
h
r
口
o
g
u
同
g
g
n
F
5
5・
3
・日中
O
l
e
o
G

第

ス
ピ

1
ナ
ム
ラ
ン
ド
救
貧
機
構
の
構
造
と
性
格

-130ー

器
に
地
べ
七
ス
ピ

l
ナ
ム
-
ア
ン
ド
救
貧
機
構
の
成
交
付
税
過
及
び
そ
の
課
題
は
、
問
機
構
自
体
の
賂
史
的
性
格
及
び
構
造
や
予
じ
め
規
定
す

る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
本
立
は
ス
ピ

l
ナ
ム
ラ
ン
ド
救
会
機
構
の
講
造
、
躍
史
的
性
格
及
び
そ
の
限
界
性
沿
考
察
す
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は

前
も
っ
て
工
リ
、
サ
ペ
ス
救
食
体
制
の
発
展
過
税
内
部
に
お
け
る
問
機
構
自
体
の
発
展
過
程
身
検
討
し
よ
う
。

間
救
交
法
の
時
代
足
掛
は
そ
れ
自
身
の
問
題
と
し
て
も
極
め
て
国
難
な
問
題
で
あ
る
と
は
い
え
、

一
応
こ
れ
や
避
け
て
考
察
す
れ
ば
、
資

本
制
生
誌
の
急
激
な
る
発
展
に
仲
い
一
七
二
二
年
の
君
。
島
町
。
ロ
古
川
門
誌
仲

kr♀
以
来
の
労
殺
場
段
附
の
附
懐
後
、
ギ
ル
パ

l
ト
法
(
の
ヂ

ぴ

ωえ
〉
つ
け
)
の
新
段
陪
は
確
立
す
ら
。
即
ち
前
段
幣
に
お
け
る
政
策
の
破
綻
1

「
労
役
場
」
に
よ
る
労
働
力
及
び
利
潤
の
創
出
が
不
可
能
で

あ
る
こ
と
の
蕗
来
、
そ
の
混
成
労
牧
場
え
の
転
化
、
請
負
制
度
の
腐
敗
等
の
解
決
は
、
救
貧
税
減
額
の
課
題
と
柏
並
ん
で
、
ギ
ル
パ

1
ト
訟

の
重
大
説
題
で
あ
つ
に
。
こ
の
に
め
に
向
訟
は
「
院
外
救
助
」
の
原
加
必
確
立
し
、
そ
の
内
容
と
し
て
、
「
労
役
場
」
の
請
負
制
度
身
禁
止



決 し
、
牧
存
者
hr一不
H
A
(

廃
読
者
、
老
齢
者
、
孤
児
に
限
定
じ
に
の
で
あ
り
、
労
働
能
力
と
意
志
冶
も
っ
て
い
る
食
民
に
対
し
て
は
、
品
川
氏
獄
将

官
が
、
教
氏
、
都
市
、
或
い
は
そ
の
生
地
の
近
傍
で
、
泊
当
な
労
働
の
機
会
や
与
え
る
べ
き
義
務
や
諜
し
、
妊
に
教
医
は
食
民
に
脱
出
が
な

い
場
合
は
故
防
、
し
、
就
業
し
て
も
、
賃
銀
が
故
紙
水
準
よ
り
悦
い
場
合
は
、
賃
銀
不
足
分
、
必
…
郁
朗
し
即
ち
柿
給
金
制
(
剛
山
知
宮
山
口
広
吉
町
制
改

hr-
と
る
こ
と
等
や
規
定
し
に
の
で
あ
る
。

著

す
な
わ
ち
救
合
法
史
及
び
賃
銀
政
笈
山
氏
に
わ
山
け
ゐ
本
段
献
の
怠
義
は
次
の
如
く
で
あ
ろ
、
ヮ
。
一
、
低
投
銀
状
態
の
救
合
機
構
に
よ
る
解

の
構
成
二
、
内
体
的
再
生
訟
や
け
以
上
限
と
す
る
低
賃
銀
水
準
の
確
文
、
及
ひ
、
そ
れ
ら
の
「
賃
銭
」

一
ニ
、
資
本
に
よ
る
労
働
力
の
吸
引
反
扱
に
適
合
し
七
巡
肉
眼
用
制

と
'" 刻。
ロ
t:l 
0.， 
[f) 

g 
o 
ロ
ω と
志の
FZへ分
J3，令部
と
3芝
生良
部
分
0) 

他
lif，y 
級
J¥、

0) 

、j
r
J
じ
む

C
一口ム日

，R

K
伴
内
存
と
す

ペ
川
山
)

救
品
川
休
制
は
崩
壊
し
そ
の
転
換
が
開
始
さ
れ
、
ス
ピ

i
ナ
ム
ラ
ン
ド
救
索
機
構
の
端
初
的
形
態
が
発
生
し
に
点
に
あ
る
と
諮
い
う
る
で
あ
ろ

の
確
文
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
自
己
扶
誌
の
原
理
や
基
軸
と
す
る
エ
ワ
グ
ペ
ス

扱

一
七
九

0
年
代
に
お
け
る
対
仏
戦
争
の
開
始
、
凶
作
、
及
び
穀
物
輸
入
の
途
絶
に
よ
ゐ
殺
価
の
品
勝
、
か
t

ふ
る
事
情
の
基
礎
に
進
行

-131ー

、円・ノ

O
す
る
小
生
産
者
、
小
浪
民
の
分
解
の
急
速
化
は
、
特
に
東
南
部
と
阿
南
部
に
お
け
る
資
本
制
生
産
発
展
の
諸
矛
府
在
集
中
激
化
せ
し
め
る
に

歪
り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、
ギ
ル
パ

i
ト

松

下

の

は

正

に

ス

ピ

i
ナ
ム
-
ア
ン
ド
救
貧
機
構
と
し
て
転
化
確
立
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

一
一
般
の
日
係
労
働
者
の
賃
銀
不
足
分
ぞ
救
食
延
金
か
ら

て
い
に
の
で
あ
つ
に
。
即
ち
、
一
七
九
二
年
ド
ウ
セ
ッ
ト
シ
ャ
で
は
暴
動
の
直
後
、

栴
充
す
る
制
度
は
確
立
し
、
更
に
一
七
九
五
年
ニ
バ
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
四
季
巡
回
裁
判
に
お
い
て
は
、
家
挨
数
に
応
じ
て
算
出
さ
れ
士

〈

h
叫

)

最
低
生
活
代
給
付
表
に
よ
る
託
銀
不
足
の
約
充
、
か
合
叫
ん
監
将
官
に
命
じ
ら
れ
に
の
で
あ
り
、
時
治
同
じ
く
し
て
各
地
に
同
様
の
事
例
は
急
連

に
普
及
し
つ
L

あ
つ
に
。
従
っ
て
先
述
し
に
バ

i
ク
シ
ヤ
の
治
安
判
事
の
「
決
議
」

H

ス
ピ

i
ナ
ム
♂
ア
ン
ド
訟
は
、
こ
れ
に
続
く
同
年
七
月

の
ハ
ム
プ
シ
ヤ
判
事
会
議
の
決
議
、
一
mr
年
の
エ
セ
ッ
ク
ス
諸
教
誌
に
お
け
る
探
用
、
議
会
に
お
け
る
「
救
食
条
令
」
の
制
定
及
び
そ
の
後
の
、

歪

作

付

d
t
F
E
η
1

i

介、、{土、
t
為ノ

IS



政
へ
山
山
救
貧
法
に
問
闘
す
る
一
点
4
J
W常

立子

hυ

熱
病
の
如
九
3

4
普
及
等
一
聯
の
流
れ
の
中
の
一
枚
程
な
占
め
る
に
と
ピ
ま
る
も
の
で
あ
り
、
立
っ
そ
の
独
創
性
は
パ
ン
価
格
と
家
族
数
の

変
化
に
応
じ
て
の
給
付
額
々
算
出
し
う
る
偲
利
な
表
ル
作
成
し
七
点
に
あ
っ
七
と
指
摘
さ
れ
ゐ
の
も
当
然
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

誠
に
於
て
ス
ピ

l
ナ
ム
一
ア
ン
ド
救
気
機
構
は
、
成
交
過
程
に
お
い
て
、
既
に
考
察
し
七
如
く
、
「
近
代
的
低
賃
銀
」
鉛
出
々
求
め
る
資
本

が
、
「
国
家
権
力
的
託
銀
統
制
」
と
「
公
正
な
白
銀
L
L
R
笑
の
最
依
託
銀
制
と
社
会
的
救
許
権
の
、
特
に
下
か
ら
す
る
諸
民
求
々
、
暴
力
的

弾
圧
日
労
働
者
の
自
主
性
無
視
必
む
っ
て
対
殺
し
仁
後
、
向
彼
等
の
主
体
的
昂
掲
の
前
に
議
歩
し
て
成
立
す
る
と
い
う
経
過
々
背
後
に
扱
う

も
の
で
は
あ
っ
七
が
、
抽
出
、

ス
ピ

1
ナ
ム
ラ
ン
ド
法
は
、

エ
ワ
ザ
バ
ス
救
会
体
制
の
破
綻
形
態
七
ゐ
ギ
ル
パ

l
ト
訟
に
お
い
て
既
に
確
立

さ
れ
て
い
に
「
院
外
救
抗
」
身
議
軸
と
す
る
救
食
構
造
k
q
結
受
し
、
こ
の
基
本
構
造
の
中
へ
、
既
述
し
七
諸
課
題
や
負
担
せ
し
め
に
も
の
で

あ
っ
て
、
反
っ
て
パ

i
ク
シ
ヤ
判
事
の
決
議
の
出
接
的
動
機
と
な
っ
ロ
チ
ヤ
ー
ル
ス
・
ダ
ン
ダ
ス
の
ニ
ユ
ウ
ベ
リ
イ
に
お
け
る

〈
町
品
)

β
g仲良
ωgaoロ
で
行
つ
七
演
説
は
制
給
金
制
へ
の
批
判
で
あ
り
、
又
、
ヒ
ー
チ
ヤ
ム
労
働
者
の
決
議
も
救
貧
法
的
解
決
に
対
す
る
批
判

で
あ
り
、
そ
れ
え
の
抑
圧
及
び
ス
ピ
!
ナ
ム
ラ
ン
ド
法
決
議
へ
の
道
は
ス
ピ

l
ナ
ム
ラ
ン
ド
救
貧
機
構
そ
れ
自
身
へ
の
批
判
的
克
服
に
対
す

る
弾
庄
で
あ
り
、
機
構
自
身
へ
の
示
す
も
の
で
あ
っ
仁
と
も
謂
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

。
ぬ
け
O円
向
日

一一 132

か
く
し
て
体
制
的
に
確
立
し
七
ス
ピ

i
ナ
ム
ラ
ン
ド
救
食
機
構
は
、
そ
の
成
立
過
程
よ
り
し
て
そ
の
性
格
は
救
食
法
的
性
格
日
家
父
長
的

慈
恵
的
性
絡
や
基
調
と
し
て
資
本
制
賃
労
働
的
性
格
在
隠
蔽
し
、
二
者
h
q
混
吊
し
七
も
の
と
な
ら
ざ
る
お
明
特
な
か
っ
七
の
で
あ
り
、
こ
れ
は

そ
の
成
子
守
許
し
七
労
働
者
断
取
の
初
期
牲
を
不
す
L
し
共
に
、
既
述
じ
七
究
銀
政
策
の
矛
貯
解
決
の
七
め
の
趨
誌
と
し
て
は
不
可
避
的
の
も

の
で
あ
っ
七
。

問
機
構
構
造
の
詳
制
な
説
明
は
放
で
は
省
略
す
ゐ
と
し
て
、

そ
の

根
幹
は
、
先
づ
近
代
的
「
低
究
銀
」
制
と
救
貧
制
成
の
権
法
l

低
賃
銀
十
々
制
充
す
る
柿
給
金
日
付
救
会
手
当
ー
で
あ
り
、

共
に
立
銀
労
働
者
の
失
業
時
及
び
下
唐
食
民
及
び
彼
等
の
家
族
の
故
低
生
活
の
保
障

で
あ
り
、

更
に
そ
の
救
渋
沢
畑
1
茶
会
は
凶
刊
紙
乃
至
は
公
共
の

し
て
救
食
投
に
ヲ
」
れ
な
求
め
る
等
の
諸
点
に
あ
る
。

一
寸
寸
功
、
民
民
主

m
l
J
j
i
j
 



銀
制
と
社
会
保
障
そ
、
即
ち

「
社
会
的
救
泌
総
」
の
確
認
そ
一
却
す
如
き
こ
の
構
造
は
既
に
の
べ
仁
「
低
笠
銀
」
鉛
山
内
政
川
氏
よ
り

生
ず
ゐ
矛
活
H

「
社
会
的
千
和
」
と
「
労
働
力
の
雌
保
」
の
危
機
に
対
応
す
る
と
こ
ろ

ω構
造
で
あ
り
、
立
つ
、
こ
の
構
造
自
体
の
も
う
欺

時
性
二
重
性
は
前
記
の
陸
史
的
性
絡

ω隠
蔽
性
二
重
性
に
対
応
す
ゐ
も

ωで
あ
つ
に
。
か
く
て
構
造
な
瓦
く
も
の
は
、
グ
労
働
力
誕
生
産
へ

の
附
即
応
グ
と
ん
ゲ
紋
低
生
活
そ
保
障
す
れ
ば
足
り
ゐ
と
い
う
態
度
4

の
二
者
沿
根
幹
と
す
る
も
の
で
あ
つ
に
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
づ
柿
給
金
制
々
と
れ
ば
、
労
働
者
は
グ
近
代
的
資
労
働
者
と
約
一
悩
食
品
の
令
成
物
h
q
U
9
教
尽
の
州
民
削
除
?
と
転
務
し
、
給
付
の
責
任
は

教
区
と
民
主
の
二
者
で
あ
り
な
が
ら
故
絡
の
義
務
は
教
区
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
構
造
か
ら
の
救
貧
法
性
社
総
忠
政
策
性
は
極
め
て
扶
削
げ
で
あ

つ
に
。
労
働
力
説
生
産
に
必
要
な
生
活
資
料
は
資
本
制
的
先
鋭
と
救
貸
手
当
の
ニ
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
更
に
そ
の
額
は
ご
仙
の
白
山
梨

ハ
初
)

約
悦
4q
認
め
つ
l
A

も
終
日
間
に
は
教
民
の
決
定
す
る
生
現
的
限
界
身
打
以
上
院
と
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
限
界
内
に
お
い
て
は
、
単
身
労
働
者
の

水
準
へ
笠
銀
圧
下
の
巡
動
の
白
山
沿
許
す
と
い
う
構
造
々
も
う
も
の
で
あ
つ
に
。
又
給
付
制
の
算
定
基
準
冶
パ
ン
の
時
価
と
家
族
数
に
求
め

ら
こ
と
は
、
令
到
的
な
労
働
者
及
び
家
族
の
故
低
生
活
や
保
障
す
る
「
故
低
賃
銀
」
的
外
見
に
も
か
L
わ
ら
ず
、
そ
の
本
質
は
、
一
方
に
は

分
働
者
の
「
公
正
な
い
立
銀
、
生
存
権
確
認
へ
の
史
ぷ
に
対
す
る
故
小
限
の
合
斑
的
読
ん
少
H
P
故
低
生
活
沿
保
持
す
れ
ば
足
り
る
と
い
う
強

度
4

や
訴
す
と
共
に
、
他
方
に
お
い
て
は
こ
れ
ゆ
ぜ
ん
ゲ
労
働
力
凶
生
産
へ
の
顧
慮
4

へ
転
じ
、
生
理
的
限
界
冶
故
大
限
と
す
る
賃
銀
水
準
:
:
・
ウ

「
勾
U

エ
ツ
プ
が
「
あ
の
市
大
日
な
一
九
二
六
年
の
数
食
陪
で
も
単
な
る
生
存
伐
と
み
と
め
ゐ
州
閣
の
半
分
」
と
し
七
:
・
:
と
相
，
侠
っ
て
社
会
的
総
生
産

物
山
中
に
占
め
ゐ
労
働
者
の
治
行
部
分
身
故
小
脱
皮
に
圧
縮
せ
ん
と
す
る
資
本
り
山
火
水
に
よ
ら
も
の
で
あ
つ
に
こ
と
は
否
定
さ
れ
え
ぬ
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
賃
銀
政
策
史
上
の

133 

は
、
治
安
判
事
に
代
る
教
区
の
乎
に
よ
ヲ
ハ
い
と
こ
ろ
の
最
高
託
銀
訟
の
伝
承
沿
も
つ
反
動
的
な
も

の
と
い
う
こ
と
か
〕
特
、
従
っ
て
近
代
的
段
低
託
銀
制
と
は
全
く
そ
の
段
階
的
意
義
や
異
に
す
る
も
の
で
あ
つ
れ
い
。

次
に
外
凡
的
に
は
「
社
会
的
救
済
格
」
の
確
交
の
如
き
保
障
制
沿
み
れ
ば
、
託
銀
補
償
制
と
相
侠
う
て
の
ス
ピ

i
T
ム
一
ア
ン
ド
法
に
み
ら

れ
る
失
業
時
の
似
陣
、
及
び
「
救
品
川
条
一
令
L

の
労
役
場
へ
の
入
所
担
否
の
際
へ
も
の
侭
障
は
、
こ
の
機
構
が
必
働
将
、
下
陪
食
民
へ

/'-.， 

i叫



十
央
凶
救
食
訟
に
関
す
る
一
点
力
後

立子

の
権
利
」
そ
与
へ
、
彼
等
の
「
社
会
的
救
済
権
」
冶
確
認
す
る
構
造
必
も
っ
て
い
七
こ
と
そ
示
す
。
然
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
既
述
し
七
「
梢

給
金
制
」
よ
り
生
ず
ゐ
矛
活
に
対
す
る
不
可
棋
の
施
設
で
あ
つ
に
。
す
な
わ
ち
、
支
払
先
鋭
部
分
の
最
小
限
へ
の
圧
縮
H

生
瑛
的
限
界
な
最

上
肢
と
す
る
賃
銀
は
、
失
業
そ
の
他

ω労
働
機
会
の
武
夫
に
遭
泊
す
れ
ば
直
ち
に
労
働
力
の
誕
生
産
な
不
可
能
と
す
る
の
で
あ
り
「
最
低
賃

銀
」
な
も
否
定
し
し
に
結
果
と
し
て
、
こ
れ
そ
樹
、
ヲ
施
設
は
資
本
制
的
社
会
部
業
に
当
然
負
は
さ
ゐ
べ
き
も
の
で
あ
っ
仁
。
即
ち
、
こ
の
制
市
民

の
欠
如
は
い
悦
ち
に
労
働
力
叫
生
践
の
不
可
能
冶
招
米
し
被
救
悩
窮
乏
の
激
発
H

労
働
力
の
路
決
到
涜
化
な
散
発
す
ゐ
こ
と
は
必
歪
で
あ
り
こ

の
防
止
対
策
と
し
て
、
こ

ω制
度
は
不
可
欠
で
あ
り
、
立
つ
放
ち
販
価
な
方
訟
で
あ
ふ
こ
と
は
ん
ゲ
偉
大
な
特
築
制
度
改
革
者
4

で
あ
ゐ
の
O
H
e

心。ロ

E
が
、
ス
ビ

i
ナ
ム
ア
ン
ド
救
貧
機
構
の
技
用
は
、
そ

ω欠
如
に
よ
っ
て
発
生
在
予
想
さ
れ
ゐ
食
品
へ
の
全
両
的
公
的
扶
助
に
要
す
る

投
出

ω
十
分

ω
一
で
足
り
ゐ
と
辿
べ
七
と
こ
ん
J

に
よ
り
川
明
ら
か
で
あ
り
ου

い
、
ヲ
ま
で
も
な
く
、
こ

ω
制
躍
は
当
時
の
社
会
的
対
抗
、
そ
れ
が

求
め
七
「
公
正
な
日
比
訟
」
「
社
会
的
救
許
権
」
へ
の
誌
訟
で
め
ゐ
と
お
に
、
他
一
尚
一
筑
本
じ
と
っ
て
の
「
社
会
的
千
和
」
を
確
保
す
ゐ
に
め
に

も
不
可
欠
で
あ
つ
に
か
、
同
時
に
、
激
発
す
る
被
救
凶
誕
之
除
ム
ひ
淡
詳
小
生
佐
肢
か
内
包
す
ゐ
説
役
労
働
率
と
産
業
予
備
軍
の
統
一
的
反

~ 131一一

抗
H

労
働
者
階
級
総
体

ω
誕
生
産
に
泌
す
る
階
級
的
自
銘
へ
の
発
段

ω
可
能
性
そ
歪
曲
絞
和
す
ゐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
に
と
っ
て
の

会
的
千
和
」
そ
確
保
す
る
に
め
に
も
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
「
公
正
な
」
「
最
低
」
託
銀
冶
克
服
し
、

そ
の
欠
如
よ
り
生
ず
ゐ
矛
れ
や
以
上
の

に
よ
り
て
克
服
し
に
ス
ピ

i
ナ

今

ン

ド
救
命
…
気
機
構

ω
構
造
的
基
礎
で
あ
る
「
柏
完
物
」
社
救
質
基
金

ω

こ
ろ
で
は
な
か
っ
士
。
即
ち
、
救
一
女
税
増
大
へ
の
非
難
は
、
利
樹
、
地
代
部
分
の
控
除
に
対
す
ゐ
非
雑
で
あ
る
と
同
時
に
、
労
働
者
の
社
会

的
救
法
雄
、
生
存
権
確
認
へ
の
非
難
な
含
む
も
の
で
あ
う
士
一
か
、
ェ
リ
ザ
ベ
ス
救
会
機
構

ω義
民
そ
な
す
救
貧
税
は
、
設
業
部
門
身
例
に
と
う

て
み
れ
ば
、
そ

ω
課
税
拡
主
と
し
て
土
地

ω所
有
者
日
地
主
で
は
な
く
出
一
句
者
H

借
地
品
に
対
し
て
で
あ
っ
七
。
し
か
し
な
が
ら
、
問
機
構

確
立
当
時

ω英
国
政
識
は
、
労
働
者
な
催
問
し
な
い
小
誌
は
街
多
く
践
存
し
て
お
り
、
救
会
税
負
担
の
一
部
分
は
こ
の
協
同
及
び
小
市
民
騒
へ

み
れ
ば
、
こ
れ
も
亦
、
同
じ
く
、
資
本

ω
全
面
的
に
負
制
一
す
る
と



い
相
川
慨
さ
れ
、
資
本
家
的
借
地
山
政
の
負
訟
は
軽
減
さ
れ
る
結
以
と
な
っ
て
い
大
。
更
に
産
業
資
本
命
み
れ
ば
、
出
く
は
口
ジ
ャ

l
-
ノ

i
ス
の
不

ヘ凶
M

J

泌
い
か
一
不
す
如
く
、
又
謀
説
方
訟

ω
不
先
制

ω
時
期
に
お
い
て
は

ω
g
υ
w
E
可
江
ω

に
対
す
ゐ
争
訟
の
歴
史
が
一
却
す
ご
と
ぐ
、
回
定
資
産
そ

除
い
て
は
脱
税
の
機
会
が
多
く
与
え
ら
れ
て
い
に

ω℃
あ
り
、
亦
対
仏
戦
争
時
じ
お
り
ゐ

E005ω

、H
d
M内
の
諜
4

杭
実
施
が
い
か
に
困
難
で

あ
り
、
こ
れ
に
対
す
ゐ
非
難
か
多
か
う
に
か
そ
想
起
す
れ
ば
、
彼
等
か
出
く
か
ら
救
貧
杭
負
強
々
い
か
に
免
れ
、
他
階
級
へ
の
転
縦
に
よ
っ

て
販
価
な
労
働
力
や
確
保
し
て
い
に
か
は
充
分
に
察
知
し
う
ゐ
と
こ
ろ
で
あ
ゐ
。

か
く
し
て
資
本
は
「
低
武
銀
」
の
一
安
説
そ
、
ス
ピ

i
ナ
今
ン
ド
救
貧
機
構
必
炉
、
幹
と
し
て
速
成
し
、
髄
作
す
る
諸
矛
盾
H

「
社
会
的
千

和
」
と
「
分
働
力
確
体
」
冶
解
決
し
大
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
よ
ツ
て
資
本
は
先
つ
一
七
九

0
年
代
の
品
川
闘
し
七
階
級
闘
争
や
絞
和
し
、
次

及
ひ
、
低
賃
銀
及
び
小
生
産
者

ω分
解
に
伴
う
被
悦
第
乏
般
の
激
発
身
、
較
も
廉
価
に
防
止
し
、
‘
災

に
「
体
長
銀
」
へ
の
道
程
h
t

碓
立
し
、

に
出
村
に
お
け
ゐ
労
働
力

ω拘
置
に
成
功
し
大
も
の
と
い
わ
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。

然
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
諸
要
請
に
応
え
特
に
ス
ピ

i
ナ
ム
ク
ン
ド
数
貧
機
構
は
、
そ

ω歴
史
的
限
界
性
日
訴
趣

ω達
成
に
よ
ゐ
消
滅

の
巡
命
な
兎
れ
ゐ
も
の
で
な
く
、
旦
ハ
/
機
構
自
体

ω内
部
に
矛
盾
密
会
ま
ね
ば
な
ら
な
か
ヴ
亡
。
即
ち
、

密
度
外
視
し
内
部
に
字
む
一
才
括
在
者
察
す
れ
ば
弐

ω
通
り
で
あ
る
。

そ
の
歴
史
的
臨
界
H

課
題
の
達
成

一
七
九

0
年
代
に
飛
践
的
に
発
展
し
に
総
機
構
的
対
立
の
激
化
、
下
か

- 13ヲー

ら
の
「
正
当
な
賃
銀
」
及
ひ
「
救
済
へ
の
権
利
」
の
別
式
ぷ
圧
迫
に
対
す
る
一
安
協
と
し
て
、
他
両
「
低
賃
銀
」
化
政
策
に
伴
う
矛
扇
の
解
決
と

し
て
成
立
し
仁
こ
の
機
撲
は
、
既
述

ω知
き
歴
史
的
性
絡
及
び
構
造
そ
も
つ
低
賃
銀
政
策
の
機
能
必
川
市
す
も

ωで
あ
っ
仁
が
、
そ
の
構
造
は

「
故
低
賃
銀
」
及
ひ
「
社
会
的
救
治
権
」
心
安
水
に
応
じ
て
こ
れ
へ
の
訟
的
確
認
の
要
素
冶
包
含
し
て
お
り
、
資
本
制
的
訴
生
産
軌
迫
の
擁

立
及
ひ
第
乏

ω深
刻
化
と
北
ハ
に
高
ま
ゐ
社
会
的
対
抗
の
激
化
に
よ
り
、
そ
れ
は
よ
り
拡
大
し
、
法
的
に
確
友
化
す
ゐ
可
能
性
そ
も
ヴ
も
の
で

あ
っ
七
。
こ
の
可
能
性
及
び
説
実
的
発
一
日
肢
は
、
産
業
資
本
確
究
後
に
お
け
ゐ
鋭
校
労
働
以
及
び
産
業
予
備
誕
の
存
在
に
対
応
す
る
政
策
体
系

及
ひ
諸
斑
論
と
は
明
ら
か
に
対
交
し
、
そ
の
存
在
は
許
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
伝
か
れ
J

ね。

}明



英
同
救
貧
法
に
関
す
る
一
4
4
J

統制

立壬

挺
に
、
問
機
構
の
支
柱
で
あ
る
救
会
基
金
は
ー
そ
の
負
担
は
多
く
伯
階
級
へ
転
搬
し
う
る
に
せ
よ
l
生
産
段
階
の
発
展
と
共
に
転
嫁
の

山
知
は
狭
臨
と
な
り
、
設
に
そ
の
増
加
は
要
求
さ
れ
、
愈
，
R

利
浦
、
地
代
か
ら
の
倒
械
の
問
題
と
じ
て
そ
の
す
す
活
を
蕗
は
に
し
深
刻
化
す
ゐ
可

能
性
そ
も
つ
も
の
で
あ
っ
七
。
こ
の
救
貧
基
金
日
社
会
的
総
生
産
物
中
に
占
め
ゐ
労
働
者
の
治
安
部
分
が
mm
す
資
本
誌
騎
へ
の
促
進
的
機
能

の
限
界
建
策
H

死
控
へ
の
転
化
は
こ
れ
亦
必
然
で
あ
っ
大
。
社
会
的
対
抗
に
対
す
る
一
試
み
J
h
ぜ
支
持
し
て
い
た
諸
説
題
の
達
成
及
び
機
構
内
部

に
来
む
諸
示
活
の
現
実
化
は
、
対
仏
戦
争
の
終
説
、
産
業
資
本
文
陀
の
硲
立
と
と
も
に
明
確
に
あ
ら
は
れ
、
社
会
的
対
抗
の
克
蹴
冷
ま
っ
て
、

こ
L

に
ス
ピ

i
ナ
ム
ラ
ン
ド
救
会
機
構
は
必
然
的
に
崩
壊
す
る
迩
命
そ
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ル

μ
(幻
)
州
側
払
刷
会
制
制
佼
ハ
〉
ロ
0
4
〈
山
口
口
出

ω32HHM〉
は
、
一
六

O
一
年
エ
リ
ザ
ベ
ス
救
貧
仏
制

ω
光
成
政
後
に
慨
に
発
生
し
て
い
た
も
の
と
言
は
れ
、
公
業
主

ω

支
払
う
円
以
銀

ω
Y小
M応
分
を
救
貧
什
地
金
か
ら
支
払
う
も
心
で
あ
る
。
附
く
か
ら
こ

ω
樹
皮
い
か
資
本

ω
務
総
に
有
利
な
も
ゆ
で
ゐ
っ
た
こ
と
は
次
。
…
一
者
。
一
一
同
が

端
的
に
立
は
る
。
「
あ
ら
ゆ
る
務
決
定
で
彼
等
は
う
ま
く
や
っ
て
い
る
。
彼
後
は
公
民
へ
そ
り
労
働
に
対
し
て
四
ペ
ン
ス
松
山
飢
滅
的
究
会
を
支
払
ら
い
、
一
日

六
ペ
ン
ス
を
泌
物

ω
中
か
ら
交
払
づ
て
、
こ
れ
を
総
合
わ
せ
て
い
る
。
だ
か
ら
∞
同
町
製
治
米
迷

ω
久
利
一
す
べ
舎
も
の
は
、
該
地
の
一
般
住
民
放
び
に
不
到

底
所
有
者
の
政
へ
ふ
り
か
λ

り
、
そ

ω
儲
け
は
み
な
彼
等

ω
ポ
ケ
ヅ
ト
へ
泌
い
こ
ま
れ
る
じ
」
ハ

zuユ
ダ
口
町
田
口
G
ロ
吋
加
問
。
肉
付
炉
問
匂
忠
弘
氏
G
ロ
由
吋
由

HH品
目
口
口
可

。
片
思
印
戸
川
吉
田
沙
門
忌
印
忌
同
山
口
仲
由
同

MMW口
口
冊
目
白
仏

ω印
件
付
山
由
自
由
口
付
。
州
岳
山
市
O
Q
F

君
。

σ
y
g目白
-

M

V

・
~
口
・
上
り
引
川
)
グ
救
会
総
は
治
不
則
一
な
も
の
で
あ

る
に
せ
よ
、
貿
易
に
は
殺
め
て
有
益
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
恰
か
も
産
業
に
お
い
て
の
或
る
斜
の
奨
励
金
又
は
袋
小
八
会
と
同
一
で
あ
る
、
そ
れ
は
紛
れ
向
、

労
働
の
締
秘
を
間
以
叩
く
こ
と
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
税
'
々
の
生
出
陣
州
刊
を
際
悩
に
す
る
で

ω
あ
る
Q

と
い
う

ω
は
、
救
食
品
仇
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
設
い
に

せ
よ
、
貧
民
と
い
う
も
の
は
、
品
川
ど
健
か
し
か
救
助
さ
れ
ず
十
分
に
そ
心
生
治
は
総
休
刊
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
心
少
い
扶
助
と
彼
等
白
山
河
川
制
織
や
紡

組
。
効
労
と
が
併
せ
ら
れ
て
i
こ
れ
は
学
名
工
業
に
も
あ
て
は
ま
る
の
だ
が
i
及
川
間
が
苧
っ
と
出
米
る
と
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
よ
く
知
っ
て
い
る
。
仮

り
に
、
彼
等
が
先
に
述
べ
た
税
金
か
ら
補
摂
さ
れ
て
い
る
部
分
な
失
う
凶
は
、
も
う
そ
こ
で
手
に
入
れ
る
少
判
例
。
食
会
で
は
絞
っ
た
り
、
紡
い
だ
り
は
し
な

い
だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
彼
等
は
そ
れ
丈
け
で
は
餓
え
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
ハ
河
町
田
仲

-
z
g
-
C
O
S自
・
明
間
話
。
口
付

U
S門
司
た
い
0

・M
V

・巾

p
r匂的
o
p

沙
問
仏
、
阿
部
-
a
~
i
N
よ
り
引
川
川
〉

ハ
叩
岬
)

岡山
O
ロ
ロ
品
目

g由ロ
ω可田仲町
5
0
発
生
は
、

一
一
点
一
一
八
年
総
統
院
の
製
宿
業
労
働
者
に
関
す
る
H
A
解
及
び
て
九
九
七
年
コ

j

ン
ウ
オ
ー
ん
の
刷
丹
羽
迭
に
よ
る

一136



そ
の
制
定
化
に
み
ら
れ
る
知
〈
方
く
、
当
時
は
3

一
小
売
及
び
火
業
叫
に
お
け
る
救
治
を
れ
的
と
し
、
企
業
家
、
数
区
民
民

ω
公
的
義
務
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
労
働
者
に
支
払
ら
わ
れ
る
扶
幼
金
は
救
貧
基
金
か
ら
で
あ
る
。
か
ふ
る
中
肝
品
川
ぷ
父
い
民
的
観
念
に
絡
は
れ
た
こ
自
制
ぃ
波
は
、
江
(
後
多
様
な
名
変
討

せ
ら
れ
A
J
A

も
急
速
に
各
地
に
発
以
し
、
一
世
犯
の
後
に
は
デ
ポ
ン
シ
ヤ
で
も
出
火
設
を
う
け
、
一
七
九

O
何
十
代
に
は
f

i

J

7

ン
の
一
訴
す
如
く
谷
川
叫
に
拡
大
し

た
の
で
あ
る
。
ハ
同
W

仏師

P
ω
g
g
c片
仲
町
四
句

O
R・
4
0
r
p
℃
-
M
と
・
〉
山
川
ζ

の
当
時

ω内
総
は
数
民
と
民
会
一
本

ω問
で
一
定
綴
で
貧
民
労
働
者
を
ふ
必
波
す
協

定
を
給
び
及
、
治
安
と
究
会

ω
不
処
分
は
数
民
基
金
か
ら
支
払
う
も
の
、
及
び
》
数
以
が
任
中
を
一
受
け
附
い
そ

ω
支
払
い
は
数
一
弘
が
す
る
も
の
或
は
、
総
長
剣
に

よ
る
も
の
絡
が
あ
ヲ
た
ο

こ
り
制
皮
ψ

滋
川
川

H
A払
速
な
十
品
川
次
は
、
一
七
九
五
年
パ
ヅ
キ
ン
が
ム
シ
ャ
の
川
内
容
に
よ
る
波
川
防
止
の
た
め
の
指
示
、
一
八
一
一
一
七

一
小
心
の

0
5
2目
的
凶
円
。
ロ
凶
剛
山

MMU吋
け
に
よ

nJ
相
川
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
サ
セ
ヅ
ク
ス
モ
は
よ
作
山
総
労
働
4
4
を
J
A
J

放
す
が
例
も
作
一
じ
、
そ
の
滋
川
防
氏
。
た
め
一

八
二
九

i
一一一

O
年
。
問
に
は
戸
川
凶

σ
U
5
M仰向付叩

ω
3
2訟
が
発
生
し
た
。

問
。
己
主
的

HU印
同
岡
山
叫
発
生
に
つ
い
て
は
ハ
名
目
ぴ

Y
5
5・
同
V

・
~
g
I
1日WMUK同的
5
8
w
叫，

F
印
同
誌
ロ
印
仲
片
山
知

}
M
N
2
0凶
己

gr
之
出

-M}・
ご
c・
〉
参
照
。
父
、
こ

心
制
佼
と
補
給
金
制
及
び
大
政
渋

ω
関
脇
に
つ
い
て
は
民
山
田
町
)
却
口

Y
5
5
M
M・
~
E
i
w
を
、
そ

ω
形
怒
に
つ
い
て
は
℃
・
は
∞
j
屯
を
参
照
。
向
ギ
ル
パ
ー

ト
法
成
立
後
。
発
艇
に
関
す
る
詳
細
な
事
例
は
開
-

Y
戸
出
向
吋
門
戸
宮

o
p
.
H，F
由
、
円

g
a
g
g件
。
州
市
0
4
2
々
山
口
め
ど
出
ぴ
吋
日
仏
関
印
田
町
山
円
。

L
3吋!?}!日告中
w

3
Xゅ
の

S
Z
5官
・

c
p
a
-
2
3・日∞
w
i
Z
を
参
照
。

〔
刊
日
〉
佐
野
稔
氏
「
イ
ギ
リ
ス
初
期
工
場
法

ω
一
考
察
」
(
米
北
大
学
従
治
学
会
「
経
済
学

L
m
所
以
繍
交
九
滋
賀
川
此
び
口
冨

OHM-Mは
ね

-
w同
y
s
~
i中-
h

問]山内
W

剛
山
田
]
守
u
J
K
戸
呂
田
け
U
門
司

a
s出
向

HM協同町田吋戸阿
MguH曲
目
口
日
日
一
♂
}
汚
中

U
U
-
u
u
}
i
N
・

(mu
〉

ω・∞・
4
『
白
ぴ
ダ
沙
問

Q
-
V
ミ
ア
ロ
ogw

(HH
〕
民
間

550HMaw
目立山
-MVHM宙・

(
刊
比
一
)
民
間

5
5
0
p
a
w
g氏
・
℃
・

3w-

(
円
ハ
〉
民
知

2
5
0出
門
戸
川
ぴ
出
・
℃
・
ロ
吋
・
参
加
問
。

〔
羽
川
)
近
総
文
二
氏
前
知
均
投
ニ
九
百

(
叫
川
)
マ
ル
ク
ス
は
救
交
法
H
補
給
金
制
の
災
施
と
そ
り
紡
糸
に
ヲ
い
て
次

ω
如
〈
述
べ
て
い
る
。
「
救
貧
法
及
び
そ
の
伸
一
日
燃
に
つ
い
て
は
、
一
七
九
五
年
と

一
八
一
四
年
と
の
問
に
熱
る
所
状
は
な
か
づ
た
。
こ

ω
淡
仲
ゆ
が
山
一
同
村
地
方
に
於
て
如
何
な
る
け
片
A
H
に
納
付
さ
れ
た
か
は
、
殺
λ

吋
ω
記
憶
に
す
る
所
で
あ
る
。

即
ち
労
働
者
の
穴
金
は
、
山
中
に
生
舎
で
ゆ
く
と
い
う
日
的
に
必
要
な
名
口
総
に
途
す
る
ま
で
、
数
以
か
ら
小
山
救
悩
を
も
っ
て
補
充
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。
小
作
段
業
者
に
依
っ
て
支
払
ら
わ
れ
た
究
会
と
、
教
以
一
に
依
っ
て
補
充
さ
れ
た
賃
金
不
処
分
と
ψ

比
率
に
依
っ
て
、
北
代
々
は
一
一
つ
心
事
柄
を
教
へ
ら
れ

主
キ
多
r
F
υ
し
可

J

1
小
、
古
川

μrhrroツ

!37-



実
凶
救
貧
法
に
関
す
る
一
考
一
糸

立子

る
。
一
に
は
持
久
ふ
慌
が
H

以
低
限
度
以
下
に
低
下
し
て
い
v

た
と
い
う
こ
と
。
他
は
政
治
労
働
滑
な
る
も
ψ

は
、
如
何
な
る
ね
皮
に
お
い
1

て
賃
金
労
働
宥
と
佼
救
悩

務
討
と

ο
合
成
で
あ
っ
た
か
、
換
一
目
す
れ
ば
彼
等
が
如
何
な
る
絞
段
に
お
い
て
‘
数
一
一
的
ω
政
奴
に
い
臥
化
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ

6
0
」
迄
山
口
F

同

-powmwω
・
ご
}
1
1
1
Y

山
内
山
凶
一
氷
山
一
色
一
計
二
分
品
川
六
六
四

iーさ久

(
M
M
)
?
ル
ク
ス
は
社
会
的
近
徳
的
問
附
加
介
。
切
下
げ
、
廷
に
生
以
的
限
必
さ
え
ω
切
下
げ
な
次
m
u
h
州
く
述
べ
て
い
る
。
「
労
働
ω
悩
他
に
入
り
込
む
こ
の
箆
市
民

的
V
A

は
、
社
会
的
な
M
党
系
は
広
げ
る
こ
と
も
で
為
さ
れ
ば
》
縮
め
る
こ
と
も
で
会
通
或
い
は
政
均
的
限
必
ω
外
に
M
川
も
政
ら
な
い
よ
う
に
、
会
く
な
く
し
て
し

ま
う
こ
と
も
で
告
る
。
消
災
し
が
た
い
私
私
人
以
い
で
あ
り
、
旅
路
人
で
あ
っ
た
老
‘
ジ
ョ
ー
ジ
・
ロ
i
ズ
が
い
ワ
も
一
再
づ
て
い
た
所
に
よ
る
と
h

フ
ラ
ン
ス
の

災
救
総
ω
M
U
入
か
ら
わ
か
増
設
ω
鉱
山
米
安
救
う
た
め
に
公
て
ら
れ
た
反
ジ
ヤ
コ
バ
ン
戦
争
ψ
にる

A
H

々
が
前
立
で
あ
ん
な
に
厳
し
く
川
県
り
抜
か
っ
た
一
止
凶
な

イ
ギ
リ
ス
心
決
議
泌
営
者
(
ア
ア
!
?
i
)
は
る
決
議
労
働
者
の
賃
金
を
比
必
し
て
よ
述
ψ

ふ
な
る
生
限
的
公
小
限
以
下
に
さ
え
れ
告
下
げ
、
こ
の
科
料
。

及
川
市
的
存
い
叫
に
必
裂
な
い
伐
泌
を
救
交
法
に
よ
ヲ
て
総
充
し
た
。
こ
れ
は
災
労
働
者
ん
と
奴
必
に
総
化
し
、
シ
広
イ
ク
ス
ピ
ア
ω
え
が
い
た
、
ほ
こ
り
に
み
ち
た

自
営
災
以
内
ハ
ヨ
!
?
ン
)
を
被
救
悩
殺
に
す
る
光
米
あ
る
方
法
で
あ
づ
た
」
マ
ル
ク
ス
「
食
会
通
似
総
及
び
利
潤
」
?
ル
エ
ン
巡
議
第
十
一
念
上
九
八
五

(
打
川
)
認
可
印
ぴ
ダ
ロ
)
日
仏
-
M
Y
~
出い
N

・

ハ
叩
川
)
伊
互
の
の

G
S
5
2
F
K
M
H，H
・3
付目的印

8
5山
市
丸
山
口
印
。
ご

Zν
門
誌
吋
Q
百
円
山
口
叩

w
G
u
u
w
志
-
ば
い
i
u仏
コ

巧

忌

ダ

寄

与

H
V

・ミ
u
j
~
巴

よ

り

l
J
0
 

5
月
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本
的
作
(
幻
)
参
照
。

関
-
C
M
H
口
口
日
開
MW

相
同
町
付
OH1可

O
向
日
Q
U
向
日
同

N
a
g
山
口
問
口
同
何
回
口
仏
山
口
門
氏
注
目
。
ロ

S

F
仙
沼
吋
Q
℃
刊
吋
仏
佐
々
守
口
付
目
。
ロ

O
吋
仲
町
叩
ぴ
ロ
己
申
ロ
え

S
M込
山
Q
H
r

¥
 

、N
ロ
門
凶
叩
門
凶
・
右
足

2
v
-
a
l
~
o
f
円
切
・
町
内
m
w
H

念日刊
w
g円門戸
-u-Mご
w

ハ
川
引
)
ス
ピ
i
ナ
ラ
ム
ラ
ン
ド
紋
川
氏
桜
織
が
資
本
ぷ
的
立
場
か
ら
み
て
危
険
な
M
M

生
冶
付
制
L

H

M

グ
社
会
的
救
泌
総
d

の
以
内
ふ
M
A

ぴ
掛
川
丸
化
。
危
険
を
合
む
も
の
で

わ
る
こ
と
は
、
ス
ピ
i
ナ
ム
一
ア
ン
ド
法
川
脚
光
ω
仰
に
紙
に
指
州
制
さ
れ
て
い
た
と
ィ
i
J
T
ン
は
伝
え
て
い
る
。
マ
ル
サ
ス
は
h

M

門
機
叫
怖
を
じ
む
を
作
ぬ
も
の
と

認
め
つ

λ

も
B

N
十
く
も
こ
れ
を
一
八
九
七
年
「
人
口
ω
以
段
」
第
五
本
で
批
判
均
し
た
。
こ

ψ

給
制
叫
は
、
当
時
ω
知
議
um
を
支
配
し
た
と
は
改
め
て
述
ぺ
る
ま

で
も
な
い
。
し
か
し
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
こ

O
段
防
相
に
お
い
て
そ
心
以
泌
が
も
づ
な
泌
を
指
摘
し
て
J

火山
υ

如
く
述
べ
て
い

φο

「
刻
在
ω
社
会
関
係
心
も
と
で

は
、
件
以
M

山
は
利
己
主
義
者
と
な
る
よ
う
に
強
い
ら
れ
て
お
世
、
ま
た
殺
し
傑
出
帆
す
る
こ
と
が
読
さ
れ
、
そ
し
て
ど
ち
ら
を
巡
ん
で
も
同
じ
様
に
芥
せ
る
場
合

に
は
働
く
よ
り
も
む
し
る
、
何
も
し
な

V

で
い
た
い
β

を
好
む
こ
と
は
、
会
く
切
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
」
と
ハ
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
「
イ
ギ
リ
ノ
ス
に
於
け
る
労
働
者

fヘ f¥
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防
級

ω
状
態
」
マ
ん
・
エ
ン
五
袋
、
総
会
2

一
一
一
九
七
一
れ
)
山
川
「
社
会
的

初
出
関
門
戸
田
町

M
M
Q
O吋

FMW
予
〈
O
山
口
}
J

℃
U
・
~
l己
・
や
}
参
照

心
税
制
刊
」
に
つ
い
て
は
、
J
門

-
u
r片
山
口
付
即
日
ご
阿
佐
件
。
門
司

O
肉

付

町

内

W

第‘

ス
ピ

1
ナ
ム
ラ
ン
ド
救
設
機
構
の
治
減

ス
ピ

l
ナ
ム
ザ
ア
ン
ド
救
貧
機
構
は
ん
ゲ
熱
病
の
如
く
h
v

普
及
し
、
ク
ラ
ッ
パ
ム
の
一
一
尚
、
ヲ
如
く
h

ゲ
設
業
の
経
治
的
或
は
非
経
済
的
組
織
の

間
ナ
と
な
り
、
体
制
的
に
確
立
す
る
。
し
か
し
な
か
ら
、
問
機
構

ω成
立
hq
必
然
ち
り
し
め
七
社
会
的
対
抗
及
び
諮
歩
必
余
儀
な
く
さ
せ
た

、
対
仏
戦
争
の
終
お
及
ひ
産
議
設
本
の
確
立
と
北
ハ

に
変
化
し
こ
れ
に
作
い
沈
滞
し
、

は
必
然
で
あ
っ
大
。
本
一
誌
は
ス

J

ヒ

i
ナ
ム
ラ
ン
ド
救
貧
機
構

ω消
滅
双
ひ
新
救
会
法
成
立
へ

の
発
展
と
留
家
及
び
労
働

者
の
変
化
じ
仲
町
、
つ
新
政
策
体
糸
の

ι3 
4今

市
叩
倍
々
考
察
す
る
。

英
国
交
本
主
義

ω急
諮
な
発
援
に
相
闘
す
る
対
仏
戦
争
か
総
括
す
ら
一
八
一
五
年
は
「
工
業
の
進
歩
の
辿
肢
が
い
く
ら
か
逆
く
な
り
は
じ

ハ
日
制
)

め
、
ま
た
工
業
は
決
議
地
方
か
ら

ω出
掛
刺
な
労
働
人
口
々
の
こ
ら
ず
股
牧
す
ゐ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
v
k」
川
別
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
説
内
す

る
品
業

ω窮
迫
(
〉
明
付
巳

Z
S戸
内
凶
戸
田
広
島
叫
)
及
び
工
業
の
洗
荷
な
機
と
し
て
戦
時
中
は
組
め
て
少
な
か
っ
仁
ス
ピ

i
ナ
ム
一
ア
ン
ド
救
食
機

へ
の
激
し
い
非
難

27び
起
し
九
九

j')CJ 

出
ら
、
こ
の
期
こ
そ
は
、
同
掛
梢

ω部川脳
ω終
了
岳
山
明
ら
か
に
し
、

そ
の
基
織
さ
せ
、
内
似
す
仲
介
才
的
必
よ
り
拡
大
し
七
時
貯
態
そ

も
ツ
て
現
山
内
せ
し
め
る
決
定
的
な
時
期
で
あ
り
、
か
く
て
一
八
一
七
年
に
は
救
交
法
改
正
機
構

ω訣
抵
は
恭
子
さ
れ
仁
の
で
あ
つ
に
。
先
づ

「
低
佐
川
蹴
」
鉛
出

i
資
本
制
搾
取
り
目
的
に
一
致
し
土
間
以
外
内
え

ω拘
束

i
々
と
っ
て
み
れ
ば
、
分
断
さ
れ
七
構
造
々
も
ち
ワ
L
も
、
戦
時

中
は
名
目
の
み
で
も
よ
詳
し
科
大
出
業
労
働
者

ω笠
銀
は
今
や
停
滞
下
部
そ
開
始
し
、
そ

ω州
側
は
単
身
労
働
者
の
生
活
費
め
水
準
へ
定
泣
化

す
ゐ
。
家
族
の
生
活
ぬ
れ
は
全
く
救
貧
手
当
に
依
存
す
る
も
の
と
な
っ
七
、
か
、
そ
れ
自
身
へ
の
圧
迫
さ
え
も
開
始
さ
れ
判
そ
の
結
果
締
人
児
章
一

t
k
炉
、
寸
山
V
F
「
広
川
一

fし
廿
斗

〈
す
よ
U

、
i
九一一
γ
h
u
ド
ク
F
U
I



い
と
は
支
芳
夫

1
i
j
j
;
 附
凶

γ
る
一

F
J
川氏

I;，f. 

》
ノ
ら

I
為
刀

i
1
p
r
s
i，st

u
mノ
ぷ
μ
，
H
U
v
i
Hハドー

部
門
に
お
け
ゐ
労
働
市
川
給

ω状
強
i
資
本

H
テ
i
。
ブ
・

ν
i
パ

1
・
J

ブ

i
ル
の
完
成
に
よ

切
下
げ

ω
可
能
性
は
与
え
ら
れ
仁
の
で
あ
る
。
山
六
戸

収
、
機
械
導
入
の
発
段
、

土

ω還
流
um
ひ
、
戦
後

ω人
為
的
景
気

ω

に
よ
る
労
働
出
給
率

ω軌
道

ω確
立
i
々
と
れ

ゐ
労
働
力

ω

に
現
出
す
ゐ
こ
と
と
な
り
、
民
に

ち

;乙
IU に
し(お
?こ46む、
o -c 
じ〉

発
注生
0) 

核
I~ 
{r. 

;及

び
イミ
出

/
、
ミ
ヰ
沿
勺
J
悶
リ

A
o
d
J
九
二
比
}

/
¥
ゴ
エ
オ
吋
バ
り
日

h
十

I
7
U
J
A
N
υ
じ

ふ

A
E
'
g
H
J
E
U
)
5

1
語
、
、
入
計
五

i
c
者

f:1] Tjr 
m 1JYe 
さ入
えしじJ

ゐ 1;11
0み11‘
~或
は
f C 
0) 

て}

に
つ
く
ら
れ
仁
人
為
的

ο」

け

U
L
3
h対

ty品
別
ハ

υ日
d
h応
、
い
火
山
ノ
仁
三
仇
ま

ι
ノ

1
1
Iふ
J
i
k
…ノ

f
y
f
v
i
tア
2

対
i
t
t

Y
L
'
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J

ノ

M
J

0) 

に
ひ
き
か
え
、

ス
ピ

i
ナ
ム
ラ
ン
ド
救
公
的
措
れ
体
の
ち
つ
矛
析
は
、
愈
々
明
院

ス
ピ

1
4ノ
ム
一
ア
ン
ド
枚
究
機
械
肉
体
不
可
欠
の

に
と
っ
て
、
そ
の
よ
っ
ツ

し
み
ま
ぶ
二
ノ
ぷ
h
J
ノr

オ
4
4
t
γ
'
i
7
7
/

っ
て
は
、

あ
り
、
礼
っ
そ
の
矛
肝
で
も
あ
。

こ
3
F
J

山~っ

手
J

身ノ
f
刻
印
H

じ

日。ち

1.1O~ 

の
法
的
確
認
な
与
え
仁
結
川
市
と
な
り
、

付
正
日
大
)
広
町
¥
立
川
以

剥
が
よ

f
p
u
j
J
J
/
s
t
H出叫が

(
制
し

去
で
あ
り
仁
。
こ

ω
七
め
、
こ
千
A
1

め
ぐ
る
社
会
的
総
対
抗
は
激
化
し
、

の
悲
本
的
性
格
で
あ
り
心
反
動
的
慈
恵
牲
は
一
以
松
し
て
当

vm
エ
、
J

グ

ル

ス

ω指
抗
し

の
様
誌
は
労
働
村

ω

~I七
:'Ji己: 
j 

三など
さk
すずぷぷ

P 

る49必
こ.?'!ミ
とお!j

之主

ぺ〉
O 

タミ

じ}

L
Jし
弘
一
町
一
ノ
丹
、
ぷ

'K
手
¥

オ
ャ
、
工

F
C
Tム
ハ
ジ
一
ノ
、

更
に
は
労
働
符

}に

あ

り
、
下
」
れ
一
弘
、

に
と
っ
一
し

す市

デ
マ
ど
さ
、
♂

ty

-

-

f

l
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か
ら
ん
て
つ
ま
れ
な
が
ら

へ
却
v

mωUY130材
料
ム
ゲ
ヘ

ω
で
あ
う

lW 
ら

ス
ピ

i
ナ
ム
ラ
ン
ド

f
1
4
u
υ

、ノ

ー一一ザ
b
b
A
U

L
ω
J
U
H
‘
正
」
も
ヲ
ヲ
コ
ド
μ

叫
廿

K

l
t
イ
咋
f
μ
d
l
i
s
b
J
'
d山
町
}
/

じ

がえ

は
明
ら
か
で
あ
り

A
L
A
て
J
伝
子

ゴ
一
一
ー
ノ
止

L
、

〈

j
i
l
l
-
h
u
h
J
、J

わ
古
毛
布
為
。

(
一
七
七
六
年
)
は
、
時
二
六

ら

れ

γ〆
ト
い
ノ
、

ト
ド

'Vト
i
J
?
L

逆
に
そ
れ
々
山
止

こ
L

に
お
い
て
は
機
時
肉
体
心
般
献
と
共

ト

y

、J
Uし
い

γ
、

¥

ず
ー
ァ
r
t
Zグ，
d
t
J
J

ゅの。

)じ

ぷ〉

(
一
八

O
壬i三
'-J 

と
な
っ
仁



品
二
八
一
八
年
に
は
八
百
万
般
へ

符

也

た

ひ

ま

彼

じ

-
J
j誌
や
、

f

t

f

(

t

iイ
!
J
A
Z

グ
ヘ
突
入
し
、
地
代
i
利
潤
1

救
令
、
税
や
め
ぐ
ら
協

に
よ
ろ
投
資
税
負
担
の
基
礎
は
動
揺
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
亡
。

こ
の
段
貯
に
お
い
て
は
、
既
に
救
賞
作
詩
金
の
資
本
課
税
に
対
ム
9
4
心
機
能
必
め
ぐ
っ
て
、

ヘ
ベ
叫
)

ス
に
継
い
で
リ
カ
ー
ド
え
っ
分
配
論
的
構
想
に
ム
バ
ふ
り
、
こ
の
視
点
か
ら
検
討
争
終
え
亡
後
で
あ
ヴ
に
。

'
}
0
.

，
}
レ
司
刊
一
。
，
、

ナ

こ

オ

i
r
i

少々

し
周
期
的
恐
慌
d
d

マ
ル
サ

に
お
い
て
、
資
本

0) 

「
一
方
に
お
い
て
は
、
ち
し
大
プ
リ
テ
ン
会
体
の

ま
七
地
方
に
お
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
は
労
働
力
の

ゐ
。
邸
中
り
救
会
提
金
の
前
進
的
立

削
減
は
z
り
と
よ
り
、
妊
に
そ
れ
へ
の

う
け
る
か
も
知
れ
は
い
。

況
!
反
動
と
動
出
し
て
い
ふ
o

出
さ
れ
に
な
ら
ば
、
プ
ル
ジ
ョ
プ
的
秩
序
と
前
業
活
動
と

で
き
ず
好
況
i
不

仁
殆
ど
応
ず
る
こ

況
の
時
期
の
七
め
に

て
お
品
目
、
同
時
に
ま
た
不
況
の
時
期
に
お
い
て
は
、
そ

な こ
う
し
仁
神
出
に
か
な
う
施
設
で
こ
ら
し
め
て
立
誌
も
将
抗
力
も
史
求
、
ち
秋
山
梨
ち
な
い
機
械
に
し
て
あ
げ
る
七
め
に
救
品
川
投
法
場
よ
り
昭
明

に
使
川
す
る
外
に
弘
山
内
さ
れ
な
か
っ
七
の
で
あ
る
。

141-

、
「
I

、、

4
μ
/
¥
V
 

ヱ
リ
ザ
ペ
ス
救
全
体
制
H
初
期
救
食
怯
の

で
あ
る
ス
ヒ

i
ナ
ム
ザ
ア
ン
ド

完
成
と
と
ち
に

い
郡
一
の
労
働
力
に
対
し
れ
る
政
筑
体
系
と
は
明
ら
か
に
矛
活
す
る
も
の
と
な
っ

h
o

に
関
す
る
法
律
」
ハ
答
。
戸
市
凶
d
J
1
2
S江円高

Z
5
ω
℃
C
0
3

と
称
さ
れ
て
労
働
貧
民
の
金
生
活
部
商
に
一
立
っ
て
い
仁
政
策
体
系
は
、
既
に
各

一
変
し

。

山

内

凶

同

U
O
O円
円
安
、
J
1

・

凡ぬ

部
商
か
ら
崩
壊
沿
開
始
し
て
い
七
。

I!~ 
tぅ

一
八

O
二
年
に
は
将
つ
て
の
延
長
法
と
は
逆
な
労
働
時
間
法
!
そ
れ
は
工
場
法
と
救
合
訟
の
躍

に
は
一
段
高
託
銀
規
制
法
ち
路
環
さ
れ
七
。
残
存
す
る
ス
ピ
!
ナ
ム
ラ
ン
ド
救
気
機
構
の
「
最
低

着
物
で
あ
っ
七

i
は
成
立
し
、

一
八
一
一
一

賃
銀
」
「
社
会
的
救
リ
抑
椋
い
々
議
幹
と
す
る
体
系
は
、

現
述
じ
仁
よ
う
に
殺
雑
な
機
能
必
包
括
す
る
も
の
で
あ
つ
に
が
、

判

3レ
》

、

ノ

3

、
~
J

V

」
ル
勾
f
u
w
/
U
，H
1
4川
H
p
v
d

0) 
一
機
能
の
み
日

で
あ
っ
七
。

に
対
す
ゐ
唯
一
の

に
よ
る
政
策
H

新
投
産
場
設
置
に
転
化
確
立
し
、

他
方
は
分
権
開
放
す
ゐ
こ
と
が
資
本

げ
い
代
済
学
研
究
川
向



英
同
救
貧
渋
に
関
す
る
一
4
4
J
W政

立f

「
社
会
的
救
許
権
」
「
最
低
賃
銀
」
沿
海
閉
す
る
七
め
に
は
、

い
る
労
働
符
附
級
の
主
体
的
勢
力
の
粉
砕
、
彼
等
の
社
会
的
隷
佑
の
獲
得
が
、
新
救
貧
体
制
成
立
の
不
可
欠
の
条
件
で
あ
っ
七
。
立
法
渋
滞

ス
ピ
}
ナ
ム
}
ア
ン
ド
救
資
機
構
の
成
立
や
必
然
な
ら
し
め
、
且
つ
維
持
し
て

見
守
一
括
す
る
に
め
の
選
挙
法
改
正
、
統
一
救
全
行
政
施
行
必
可
能
な
ら
し
め
る
地
方
自
治
制
度
改
卒
の
七
め
の
廿
諮
問
慌
の
醸
成
、
及
び
M
，J
築

制

度

の

札

M
Z存
在
地
主
及
び
資
本
家
は
労
働
者
駄
目
紋
へ
立
戦
布
告
な
し
七
o
p
円
安
伎
の
一
挟
4

へ
の
弾

h
fド
ウ
チ
ヱ
ス
タ

〈

弱

〉

作
、
及
び
グ
ラ
ン
ド
ナ
シ
ョ
ナ
ル
巡
動
の

}

j
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d
Cム引削

じ
て
、

一
八
一
一
一
四
年
に
穀
物
接
、
工
場
法
等
に
お
い
て
は
激
し
い
対
立
身
示
し
て

い
に
ト
ウ
リ

l
党
、

ワ
イ
ツ
グ
党
は
、
呉
越
同
舟
し
、

コ
ペ
ッ
ト
に
率
い
ら
れ
る
急
進
恨
の
反
対
必
一
蹴
し
、
下
院
一
一
一
間
同
一
対
二
二
上
院
七

ノ、
対

新
救
資
法
(
匂
O
C
H
-
v
g
弓
〉
言
。
ロ
門
凶
器
0
5
h
r
♀
)
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

(
匂
〉
口
問
M
u
r
g
P
K
F
ロ
河
口
o
g
g
w
呂
田
件
。
叶
可
O
片
足
o
a
冊
目
∞
ユ
S
F
吋
町
四
回
出
向
吋
H
V
1
初
回
目
7
5
M
1
〉
四
四
円
沼
O

一
∞
g
w
℃
-HMω・

向
日
問
機
裕
一
ω
将
次
に
つ
い
て
の
設
制
な
検
討
ハ
品
開
に
一
八
一
一
間
年
)
に
つ
い
て
は
、
5
5
H
V
・
目
立
∞
w
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ハ
打
)
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
前

m
W
3」
マ
ル
・
エ
戸
川
結
集
、
術
会
ヨ
一
三
ニ
八

i
九
五

R

(
M
判
)
司
自
ぴ
ダ
3
5
・
M
}
・
]
∞

yh
の
・
ω
g
g
p
M
M
O
司
叩
三
日
刊
向
H
M
Q
S
∞
ω
件
向
付
叩
温
3
U
0
・
H
Y
見
・
な
お
ク
ラ
ッ
パ
ム
は
…
一
十
年
代
と
し
て
い
る
。

ハ
桁
)
良
治
資
本
次
の
支
払
う
穴
銀
は
、
補
給
八
淑
刷
判
山
氏
を
十
分
に
利
川
川
し
、
こ
の
総
菜
、
生
産
過
終
に
投
ぜ
ら
れ
る
労
働
力
。
口
約
泌
と
し
て
の
再
生
段
を
佼

外
似
し
た
似
似
H
問
中
身
労
働
者
の
金
約
的
限
界
を
る
辛
う
じ
て
維
持
す
る
水
冷
に
止
ま
る
似
山
内
を
、
明
ら
か
に
し
た
。
従
っ
て
、
被
救
州
問
者
は
，
M
山
労
働

者
上
り
も
年
間
十
五
ポ
ン
ド
の
収
入
榊
と
な
る
結
果
さ
え
も
生
ビ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、
各
州
を
お
じ
て
の
平
均
状
態
を
一
不
ナ
州
と
し
て
、
ノ

i
サ
ム
プ
ト

ン
シ
ャ
を
と
り
、
一
七
九
五
年
の
不
足
総
は
、
問
分
の
一
弱
で
あ
っ
た
が
、
一
八
一
間
年
に
は
一
一
分
の
一
と
な
っ
た
と
述
ぺ
て
い
る
。
救
骨
片
手
当
そ
の
も

の
も
漸
次
減
綴
さ
れ
、
九
ガ
ロ
ン
の
系
山
中
は
一
八
一
一
一

O
年
に
は
会
出
平
均
六
ガ
ロ
ン
に
低
下
し
、
ハ
モ
ン
ド
は
こ
の
一
一
一
十
五
年
間
に
生
治
水
準
は
ム
一
一
分
の

一
低
下
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
府
間
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ヅ
パ
ム
の
批
判
刈
が
あ
る
。
亦
補
給
金
制
皮
の
紋
間
取
と
し
て
、
賃
銀
地
域
糸
は
顕
著
と
な
り
、

こ
の
制
皮
安
採
川
し
た
地
区
は
、
し
な
い
泌
氏
よ
り
も
設
か
に
侭
公
判
以
で
あ
っ
た
。

広
田
吋
M
C
P
出
・

9
・
F
ω
・
ご
ω
・
河
内
川
訳
第
一
念
第
一
一
分
瑚
六
六
五
五
、
向
田
3
2
0
口
内
刊
号
法
・
司
・
~
∞

-
f
c
s℃
か
印

g
w
g
広
-
M
Y
H
N
4
・
h

出
回
目
ぴ
向
円
ダ
山
ぴ
日
仏
・
ゅ
・
~
ω
ゅ
・

(
M
叩
〉
羽
目
ヴ
ダ
守
山
ぬ
・

3
円
二
阿
w
匂

-u・
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ハ
円
引
)
本
稿
治
ハ
M
V
参
照
。

ハ川刊
U

-
込
山
茂
氏
「
イ
ギ
リ
ス
救
貧
淡
市
丸
山
υ

淵
羽
」
ハ
絞
治
学
郊
と
仙
柄
引
七
袋
五
一
一
間
叉
〉
参
娘
。

(
川
ザ
)
翁
之
は
、
綴
阪
と
総
削
J

判
的
反
抗
を
当
然
生
ず
る
。
窮
乏
の
深
刻
化
に
つ
れ
労
働
者
は
、
扶
幼
を

4
4
J

え
、
思
怒
と
し
て
で
は
な
く
権
利
と
し
て
要

求
ず
る
。
勤
勉
と
州
山
崎
山
り
机
制
約
は
麻
柿
押
し
、
怠
慢
と
浪
授
の
胤
は
絞
り
、
口
品
つ
然
問
山
燃
で
タ
/
践
的
な
結
婚
及
び
私
生

mm
の
増
加
は
阪
市
有
に
な
っ
た
。
そ
し

て
彼
等
心
多
く
は
、
そ
の
官
郊
の
解
決
を
、

γ

ム
什
尚
治
労
働
者
が
当
時
日
γ
く
も
の
り
こ
え
た
手
段
H
社
会
状
態
に
対
す
る
反
抗
の
故
初
の
段
附
で
あ
る
犯
涼

と
い
う
例
々
人
の
ほ
接
的
手
段
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
川
町
山
は
段
授
を
し
て
怠
け
姦
し
、
官
悦
は
窃
仲
段
、
強
滋
を
一
溺
ら
ヶ
、
交
に
は
紡
乏
し
た
時
制

人
及
び
小
山
此
と
合
し
て
の

mg聞
を
絞
級
じ
て
絞
介
を
掠
奪
し
、
伶
地
山
政
及
び
地
主
へ
の
後
間
ー
に
は
交
堆
へ
欣
火
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
放
火
は
一
八
一
一
一

O
年
か
ら
一
一
一
一
年
に
か
け
て
一
般
的
に
な
り
、
一
八
間
五
年
に
も
似
点
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
七
九
五
年
の
グ
規
律
あ
る
d

ム玉川町

ω

ペ
ロ

1
げ

η
ン

一
淡
町
υ

段
況
を
お
滋
し
た
彼
等
は
、
一
八
一
六
年
に
一
渋
滞
で
は
究
銀
阿
川
上
を
求
め
一
千
五
百
犯
を
動
向
日
し
な
切
吋
白
川
氏
凶
O
門
型
00旬
、
を
仰
い
諒
と
し
て
時
抑
制
拙

ず
る
。
一
八
一
一
一

O
年
ケ
ン
ト
州
に
燦
火
を
あ
げ
た
問
今
は
忽
ち
南
東
部
認
州
に
拡
大
し
所
前
グ
没
後
の
一
校
d

と
化
じ
た
。
こ
の
悶
争
形
協
同
は
、
外
見
上
、

打
殺
機
及
び
工
場
破
様
、
刈
本
放
火
及
び
営
造
物
磁
波
(
労
役
場
、
市
庁
、
城
)
は
干
の
初
歩
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
吋
mr
求
し
た
の
は
、
設
骨
片
手
当
の
幣

加
で
は
な
く
し
て
穴
絞
係
上
げ
で
あ
っ
た
こ
と
は
出
げ
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
更
に
彼
等
は
地
代
及
び
十
分
の
一
紙
の
水
質
に
於
閉
山
し
て
い
た
の
で
あ
る
ο

そ
し
て
亦
「
今
年
は
安
め
や
打
品
川
機
を
打
ち
こ
わ
「
、
来
年
は
牧
郎
と
一
勝
負
す
る
、
将
来
年
は
政
治
家
を
や
つ
け
る
」
討
一
酬
を
も
つ
も
り
へ
発
反
し
た

の
で
あ
っ
た
。
他
方
一
挙
に
況
十
万
の
メ
ム
パ
ー
を
神
代
作
し
た
『
グ
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
に
影
響
さ
れ
、
民
村
に
も
労
働
組
合
は
結
成
さ
れ
、
前
犬
山
州

労
働
巡
訓
仰
の
八
匁
ハ
十
終
的
作
校
と
さ
れ
た
『
ド
ウ
チ
ェ
ス

9
労
働
者
』
事
件
。
ト
ウ
ル
パ
ド
ル
組
合
は
、
こ
の
郊
に
出
現
し
た
。
似
し
救
資
手
当
と
け
判
部
劾

ι込

山
筏
的
に
関
山
市
せ
し
め
る
け
品
川
併
に
は
内
川
町
民
間
を
践
す
。
む
し
ろ
、
穴
銭
依
上
の
行
絞
り
を
救
貸
手
当
に
求
め
、
河
北
石
に
よ
る
未
解
決
が
ゑ
劫
ヘ
去
る
と
み

る
ぺ
ケ
で
あ
ろ
う
o

エ
ン
ゲ
ル
ス
、
能
川
w
q
H
一
一
一
九
七
又
民
間
的
ぴ
向
島

Lσ
戸
℃
M
Y
N
O吋

i
∞
・
小
州
伺
労
符
者
「
英
凶
設
業
革
命
史
」
二
八
一
頁
、

出
国

8
2
0出向
y

g
広
-
n
y回
目
〉
戸
何
回
参
附
出
。
五
山
花
切
符
「
イ
ギ
リ
ス
出
版
業
革
命
史
研
究
」
参
照
。

ハ
叩
)
マ
ル
ク
ス
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
公
文
泣
け
」
一
八
開
川
九
年
、
マ
ル
・
エ
ン
怒
袋
一
一
一
会
一
一
一
八
五
五
。

ハ
引
〉
リ
カ

i
ド
「
経
済
学
及
、
ぴ
課
税
之
際
的
」
小
泉
伝
一
一
一
訳
俗
一
九
万
穴
叙
ぬ
八
七
京
以
下
及
び
第
十
八
九
年
救
公
判
帆
一
一
五
一
一
双
ニ
五
七
瓦
を
参
照
。

ハ
児
〉
寸
ん
ク
ス
前
知
川
崎
支
一
一
一
八
六
氏
。

ハm
M
)
M
・
4
司田仲田
C
M
M

中
山
口
少

EH山
O
S
F
Z
F口氏
E
5
2
?
日
心

}
0
・
て
∞
・

経
済
学
研
究
凶
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放
人
間
救
会
法
に
間
関
す
る
一
考
淡

ff 

む
ハ
〉
本
件
に
づ
い
て
は
町
田
口
-
凶
器
C
ロ門
y
g町内
p
n
y同
℃
・
出

-
H
F
を
参
照
。

(
男
〉
本
件
に
つ
い
て
は
、
五
日
川
茂
「
イ
ギ
ヲ
ス
政
治
革
命
社
会
史
研
究
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ハ
%
〉
の
-
C・
E
・
0
Q
H
叩
-
k
r
ω
E吋
仲
間
山
田
件
。
弓
え
さ
叩
切
吋
山
口
前
}
阿
君
。
吋
山
内
山
口
問

E
Q凶
器
云
0
4
叩
話
相
ロ
件
目
吋
∞
子
|
円
甲
山

P

3
中
∞
・
体
温
向
上
、
蕊
治
訳
一
六
間
交

(
幻

)ω
・
∞
-
宅
問
ぴ

y
g広
・
宮
吋
仲
間

3
・
渓
|
吋
・

-144 



 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 全てのページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 389.72, -0.09 幅 28.74 高さ 593.69 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         AllDoc
         1
              

       CurrentAVDoc
          

     389.7155 -0.0872 28.738 593.6854 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0g
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     28
     27
     28
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 全てのページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット -0.70, 2.02 幅 27.34 高さ 592.28 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         AllDoc
         1
              

       CurrentAVDoc
          

     -0.7009 2.0155 27.3362 592.2835 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0g
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     28
     27
     28
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 全てのページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 0.00, 564.86 幅 421.26 高さ 30.14 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         AllDoc
         1
              

       CurrentAVDoc
          

     0 564.8601 421.2573 30.1399 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0g
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     28
     27
     28
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 全てのページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット -0.70, -2.19 幅 422.66 高さ 27.34 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         1
         AllDoc
         1
              

       CurrentAVDoc
          

     -0.7009 -2.19 422.6591 27.3362 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0g
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     28
     27
     28
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 5.827 x 8.268 インチ / 148.0 x 210.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20071030120826
       595.2756
       a5
       Blank
       419.5276
          

     Tall
     1
     0
     No
     431
     342
    
     None
     Down
     14.1732
     14.1732
            
                
         Both
         27
         AllDoc
         29
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     14.1732
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     28
     27
     28
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



